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仕事に恋愛は必要ですか？












「じゃあ、今回はコンセプトに忠実だった南のデザインを採用！」

　チーム長の声に、野坂のさか芽衣実めいみは人知れず小さなため息をつく。

（また、ダメだったか……）

　今回こそはと思っていた次回新作の企画会議で、芽衣実のデザインはまた選出されなかった。

　急成長を続ける大手人気下着ブランド『luvラブ majeマージュ』でデザイナーとして採用してもらい、早三年……。

　芽衣実は美大でデザインを専攻し、その在学中にパリへ留学。向こうでランジェリーを専門に学んだ。そして卒業後、ストレートでこの会社に採用してもらった。

　アンダーウェアは誰にだって必要不可欠で、肌にじかに触れるデリケートなもの。

　着け心地や機能性に配慮し、尚且つ女性に至ってはデザイン性もかなり重要だ。

　表に着る服と違って、下着は人に見せて歩くものではない。

　身に着けている自分が一番目にするもの。

　だからこそ、気分の上がるようなとっておきのデザインを考えたい。

　そして、それを見せる特別な相手にも、可愛くて綺麗と思ってもらえるようなランジェリーを作りたい。

　そんな思いでこの仕事に魂を注いでいる。

「野坂」

　会議が終わり、それぞれがガラス張りのミーティングルームを出て行く中、資料や広げていたデザインを片付けていると、チーム長の田之倉たのくらが芽衣実に声をかけた。

　田之倉は芽衣実がこの会社に入った頃からデザイン部の長を務めている。

　小学生と保育園に通う子どもを持ちながらもバリバリ働くキャリアウーマンだ。

　身長は百五十八センチの芽衣実よりも小さいが、ヒールを履いて目線はいつも同じくらいになっている。

　黒髪ワンレンのミディアムショートヘアは、芽衣実が入社した頃から変わらない。

　落ちてくる髪を耳に掛ける仕草は彼女の癖なのだろう。

「お疲れ様です」

「お疲れ。悪くはなかったわよ、今回のデザイン」

　田之倉の言葉に「ありがとうございます」と返しながらも、芽衣実は心の中で呟く。

（悪く〝は〟か……）

「野坂らしい、機能性に富んだものだったし、着け心地も良さそう。ただね……」

「……ただ？」

「デザインにもう一捻り欲しかったのよね……なんていうか、遊び心、とか」

「遊び心、ですか……」

　どこか抽象的な評価に、芽衣実はつい首を傾げたくなる。

　田之倉はテーブルに残されているデザイン画を手に取り、その上にじっと視線を落とし、「んー……」と唸った。

　その様子を食い入るように芽衣実が見つめてきたことに、田之倉はハッとして苦笑いを浮かべデザイン画を差し出した。

「強いて言うなら、野坂はもっと遊んだ方が閃くかもってとこね」

「へ……？　遊ぶ、ですか？」

　何かいい助言をもらえるかもと思って待った答えが謎すぎて、芽衣実は田之倉の顔を凝視してしまう。

　田之倉はにこりと微笑んで、「そう」と言った。

「仕事に一生懸命なところ私は評価してるけど、プライベートな時間を削ってデザインのことばかり考えるのは一回やめてみるといいわ」

「え、でも、次こそは企画通したいですし、そういうわけには」

「だから、そのためにも遊びなさいってことよ」

　田之倉は言うだけ言って「お疲れ」とミーティングルームを出て行ってしまう。

　ガラス越しにフロアを歩いて行く田之倉の後ろ姿を眺め、芽衣実は小さなため息をついた。






　就業時間後――。

　芽衣実は人のいなくなった社内ラウンジでひとりデザイン画帳を開いていた。

　思い立ったらすぐにデザインを描き起こせるように、いつもスケッチブック類は持ち歩いている。

　開いたページには、サーモンピンクカラーで色付けされたベビードールが描かれていた。

　今日採用されなかったのは、新作ベビードールの企画案だった。

　何パターンものデザインを考え、その中で厳選し企画書を作って提案した。

　しかし、今回も撃沈だった。

　奈津子なつこは企画一つ出して通ったんだよな……私なんて、三つも考えたのにどれもボツなんて……）

　選ばれていた同期、南奈津子の今回のデザインは、確かにみんなが注目するような斬新なデザインだった。

　宇宙をテーマにしていて、ベースのネイビーカラーにオーロラの発色を入れ、ラメやラインストーンを使って宇宙の煌めきを表現したデザインだった。

　芽衣実も確かに可愛いと思ったものだったし、自分のあとに奈津子がプレゼンをして、これは彼女が決まると何故だか感じ取ってしまっていた。

　そして、その勘の通りの結果になったわけなのだ。

（いけない、もうこんな時間……！）

　つい没頭してデザイン起こしに夢中になってしまい、帰ろうと思っていた時間をすっかり過ぎてしまっていた。

　時間を確認したスマホをバッグの中へと仕舞い、広げたデザイン画をかき集めるようにして腕に抱える。

　飲んだコーヒーの紙コップふたつをゴミ箱へ捨て、エレベーターへと向かった。

『luv maje』の本社は、表参道駅から徒歩数分のところに位置するビルの六階にオフィスを構えていて、オフィス内からは青山通りが見下ろせる。

（夕飯、何食べようかな……家に何かあったっけ？）

　時刻は二十一時を過ぎている。

　無人のエレベーターが一階に到着すると、芽衣実はビルロビーをエントランスに向かって足早に歩いていく。

「わっ……！」

　そんな時だった。

　履いている五センチヒールのパンプスの片方がぐらりとバランスを崩し、膝から崩れ落ちるようにして大理石のフロアへと体が傾いていく。

　あっ、と思った時にはもう遅く、両手をついて地面に倒れ込んでいた。

（あっ、まずい……！）

　派手に転んで恥ずかしいと一瞬思ったものの、それよりもばらまいてしまったデザイン画に意識が集まる。

　慌てて体を起こし、散らばる紙をかき集め始めた。

（最悪、ほんと最悪！）

　無我夢中で回収し、両膝をついたまま集めた紙を太ももの上で整える。

　芽衣実が顔を上げると、目の前に紙が差し出されていた。

「あっ、すみ、すみません！」

　相手の顔も見ず、出された紙を掴んで受け取る。

　しかし、受け取ろうとした紙が相手の指から離されない。

　違和感を感じ、恐る恐る視線を上げていった芽衣実の目に映ったのは、思わず息を呑んでしまうような相手だった。

「おっ、お疲れ様です！」

　飛び上がる勢いで立ち上がり、姿勢を正す。

　芽衣実が視線を合わせるには、少し顔を上向けないとならない高身長の相手。

　仕立ての良いスリーピースを着こなし、いつも洗練された雰囲気で存在感は格別。

　そこに現れたのは、『luv maje』代表取締役社長――速水はやみ奏多かなただった。

「お疲れ様。脚……大丈夫か？」

「あ、いえ、はい、大丈夫です！」

　芽衣実は突然のことにあからさまに緊張感を露わにし、返事も覚束ない。

　それもそのはず。芽衣実が速水と直接話すのはこれが初めてのことなのだ。

　自社の社長といえ、速水のことはたまに社内で見かける程度。それも、遠目にだからこんなに面と向かったことは未だかつてない。

　女子社員の誰もが素敵だと噂する速水は、眉び目もく秀しゅう麗れいで威い風ふう堂どう々どうとしている。

　いつもきっちりとセットされている艶のある黒髪に、芸能人レベルの小顔。

　それでいて顔面は切れ長の奥二重の目と高く通った鼻梁と、完璧に端整な顔を作り出している。

　動揺を露わにする芽衣実を見て、速水はクッと肩を揺らす。

「本当か？　大丈夫そうには見えないんだけど」

　初めて間近で話してみて、彼の艶っぽい声にも芽衣実はどきりとさせられた。

「すみません、大丈夫です。お見苦しいところを、失礼しました」

　ぺこりと頭を下げ、芽衣実はもう一度「ありがとうございました」とお礼を口にする。

　そんな芽衣実を気にすることなく、速水は目の前で「ふ～ん……」と拾った芽衣実のデザイン画に目を落としていた。

「……野坂芽衣実」

（えっ……？）

　速水が自分の名前を口にしたことに、芽衣実はハッと驚く。

　一社員である自分などを、彼がフルネームで知っているとは思ってもみなかったのだ。

（今まで、直接話したこともなかったのに、私の名前を知っているなんて……）

　驚きを隠せないまま、芽衣実はじっとデザイン画を見つめる速水の顔を見つめる。

　と、紙面へ向かっていた視線が急に芽衣実を向き、速水はどこか悪戯に口角を引き上げた。

「お前、恋愛してないだろ？」

「へっ……？」

　突然何を言い出したのか。

　質問された意味も意図もわからず、芽衣実は呆然と立ち尽くす。

　速水に釘付けになってしまったが、その美しい顔に鼓動が激しく打ち鳴っていることに気付き、慌てたように顔を俯けた。

「このデザイン画……悪くはない。でも、何かが足りない……なんだかわかるか？」

「いえ……すみません……」

　俯いたまま答えると、正面からふっと笑われる気配を感じ取る。

　恐る恐る顔を上げると、速水は芽衣実に視線を寄越した。

「自分がこれを身に着けてみたら、というのを考えてみたらいい。自分自身の気分が高揚するか。パートナーにどう見てもらえるか」

「そっ、そんな相手、いませんので！」

〝パートナー〟そのフレーズに、芽衣実が咄嗟に否定の言葉を返すと、速水はまたふっと口元を緩める。

　そして「やっぱりいないのか」と言った。

「熱心に仕事に打ち込むのもいいが、いいデザインはデザイナーの人生が充実していると生み出される。ま、頑張って」

　速水は芽衣実に持っていたデザイン画を差し出すと、エレベーターへと向かってひとり歩いていく。

「ありがとう、ございました……」

　芽衣実の声は足早に立ち去っていった速水には届かなかった。






　職場の最寄り駅である表参道駅から電車を乗り継ぎ、約三十分……。

　明大前駅から徒歩五分ほどのところに、芽衣実が独り暮らしをするワンルームマンションはある。

　四階建てマンションの三階の部屋で、オートロックも完備の安心して暮らせる環境だ。

　今の仕事を始めてから実家から越してきたが、周辺にはスーパーなどもあり住みやすく気に入っている。

「ただいまー……」

　玄関を入ると、誰もいない真っ暗な部屋の中に向かって声をかける。

　この行為は、独り暮らしをし始めてからの、癖の一つのようなものになっている。

　手洗いうがいを済ませ、すぐに部屋着へと着替えを済ませる。

　部屋の掛け時計を見ると、時刻は二十二時を回ったところ。

　今日は結局、駅前のお弁当屋で鮭弁当を夕飯に買ってきた。

　この時間から自炊をする気にはどうしてもなれない。

　早速、キッチン横の独り用ダイニングテーブルにお弁当を広げる。

　冷蔵庫からぶどう味の缶チューハイを一本持ってきて、プルタブを上げた。

「いただきます」

　この時間にお弁当をがっつり食べるのも躊躇われたけど、なんだか今日はお腹が空いている。

（今日はなんか色々あったしな……）

　企画が通らなかったショックも引きずっているけれど、それよりも帰りがけに社長と初めて話したことが芽衣実の中で今日一番の出来事になっていた。

　話したというほどの会話ではない。

　芽衣実は終始緊張していて、まともな受け答えすら難しい状態だった。

　あの時のことを思い出すだけで鼓動が速まっていく気がする。

（なんかキラキラしちゃってて目も合わせられなかった……）

　雲の上の存在というか、この先普通に働いていて関わることはないと思っていた。

　芽衣実にとって速水は、芸能人のようなものと似ている。

（でも、膨大にいる社員を全部覚えてるってことだよね……そうじゃなきゃ、私の顔も名前も知ってるはずないし……）

　速水のことをぼんやりと考えていると、ふと、言われた言葉が脳裏に蘇る。

『お前、恋愛してないだろ？』

『いいデザインはデザイナーの人生が充実していると生み出される』

　思い出すと、急に気持ちが沈んでいく。

　昼間、田之倉にももっと遊べというようなことを言われたばかりだった。

　傍から見たら自分はかなり寂しい人間に見えているのかと、芽衣実は意気消沈する。

　確かに仕事に打ち込む毎日で、俗に言う〝遊び〟というのはご無沙汰だ。

　恋愛に関してはそれ以上で、もう何年も彼氏はいない。

　最後に彼氏と呼べる相手がいたのは、大学の頃の記憶だ。

（リア充じゃないから、仕事も、デザインも人を惹きつけるものが描けないというの……？　だとしたら、今後も私のデザインが採用されることはないってことになるじゃない！）

　お弁当を食べ終えて片付けをし、二本目の缶チューハイを冷蔵庫から取り出す。

　プシュッといういい音を耳に、ソファに掛けてテレビのリモコンを手に取った。

　つけたテレビの画面には、漫画原作のドラマが放送されている。

　缶を呷りながら、ぼんやりとその画面を見つめていた。






　汚れひとつない磨かれたガラス窓に手をつき、摩天楼からの煌めきを見下ろす。

　散りばめられた宝石の中に自分が浮かんでいるようで、感嘆のため息が漏れ出た。

「あっ……」

　突然背後から抱き締められ、芽衣実は顔だけを振り向かせる。

　と同時に、噛み付くようなキスで唇を塞がれ目を見開いた。

「っ、んっ……しゃ、ちょ――」

　吐息を漏らすと、わずかに開いた唇の隙間から熱い舌が侵入してくる。

　芽衣実の舌先に触れた速水の舌は、まるで意思を持った生き物のように、芽衣実の舌を簡単に搦め取った。

「ンっ……はっ……」

　慣れないことで、息の仕方がわからない。

　必死に呼吸を我慢していると、不意に唇が解放され、芽衣実は息を上げて酸素を取り込んだ。

「可愛い」

　鼻先が触れ合うほどの近距離で囁かれ、芽衣実は真っ赤な顔で言葉も返すことができない。

　速水は芽衣実の身体をくるりと反転させ、腰に回した両手で自分へと引き寄せた。

「俺と恋愛したら、もっと成長できる。俺がお前に、気持ちいい恋愛を教えてやる」

　宣言のような言葉を聞くと、再び角度を変えた速水の唇が芽衣実へと重なる。

　すぐに口腔内に侵入した舌が下顎の歯列をなぞり、戸惑う芽衣実の舌に絡み合った。

　濃厚な口付けに次第に膝が震え、立っていられなくなると、速水はやっと芽衣実の唇を解放する。

　それとほぼ同時、芽衣実の身体はふわりと宙に浮いた。

「あっ、社長……?!」

　驚く芽衣実に構うことなく、速水は軽い足取りで横抱きにした芽衣実を運んでいく。

　背中がふわりと柔らかく受け止められると、すぐ真上に端整な顔が覗き込んでくる。

　高鳴る鼓動を感じながら、首筋に触れてきた唇に全身が震える。

「ひゃっ、あっ……」

　着ていたバスローブはあっという間に前を解かれ、ブラックのベビードールを身に着けた姿が露わになる。

　レースが至る所に施され、透け感が艶っぽい自分のそのランジェリー姿を目に、芽衣実の鼓動はひとりでに打ち鳴った。

「綺麗だ」

　肩紐を辿って下りてきた指が、芽衣実の双丘を上りつめる。

　膨らみを大きな手に包み込まれると、芽衣実はびくりと身体を震わせた。

「っ……やっ……」

　柔らかさを楽しむように、弄ばれる白い膨らみ。

　骨ばった男の手が自分の女の部分に触れているのを眼下に見ていることに、芽衣実は更なる羞恥心を掻き立てられた。

　顔を真っ赤に紅潮させた芽衣実は、無意識のうちに速水の両手首を掴む。

　しかし、止めたはずの悪戯な手は、ベビードールのカップをずり下げてしまった。

　桜色の先端が晒され、芽衣実は恥ずかしさから逃れるように顔を背ける。

「ひゃ……あっ」

　目を逸らした途端にその頂を指でこすられ、またびくっと身体が跳ねた。

「あっ、やぁっ……あっ」

　敏感に身体を震わせる芽衣実の反応をもっと見ようと、速水は両方の乳頭を指の腹でゆっくりと撫でていく。

　円を描くように回したり、弾くように振動させる。

　そして躊躇なく、その先端を口腔内へと招き入れた。

「ああっ、やっ、だめぇ――」

　唇の中に取り込まれた敏感な乳首は、生温かい舌にじっくりと愛撫されていく。

　一度口の中から解放されると、そのピンク色の先端はいやらしく彼の唾液で濡れ光っていた。

　身体をじかに刺激する甘い感覚と、目で見て感じてしまう視覚的な刺激。

　壊れそうに心臓は音を立て、知らぬ間に息は上がっている。

　そんな芽衣実の様子にお構いなく、大きな手は左右の乳房を集めるように中央へと寄せる。

　何をするのかと思えば、近付いたふたつの乳頭を交互に舌で舐め始めたのだ。

　ソフトにチロチロと舐め、口に含んで吸い上げる。

　左右の先端を順繰り刺激し、切れ長の目が芽衣実の感じる顔を盗み見る。

「はぁっ、んっ……あっん」

　左の乳首を吸い上げたまま、速水の右手は腰を撫で脚の付け根へと到達する。

　胸への愛撫でだらしなく脚を開いてしまっていた芽衣実は、新たな刺激にびくりとシーツから腰を浮かせた。

　オープンクロッチのショーツからは、芽衣実の恥ずかしい部分が晒されていて、すでにそこはこれまでの愛撫によって濡れている。

「すごい……感じやすいんだな」

　速水は口角をすっと上げて意味深に微笑むと、芽衣実の蜜口に指を這わす。

「だめっ、そこは、あっ――」

　引き留める間もなく、濡れた入口を指でこすられ、芽衣実はまたがくっと腰を震わせた。

　溢れる蜜を擦りつけるようにし、上下へゆっくりと愛撫する。

「はぁっ……んんっ……」

　いつの間にか胸元から下腹部に移動していた速水は、芽衣実の膝を掴み大きく開脚させる。

「いやっ、だめ、そんなところ、恥ずかしいっ」

　咄嗟に脚を閉じようとしけれど、がっちりと抑えられた脚は閉じることを許されない。

　自分ですらよく見たこともない恥ずかしい場所に、速水が覗くように頭を伏せていく。

　自分の脚の間に誰かの頭があるという信じられない光景を目の当たりにし、芽衣実は弱弱しく左右に首を振った。

　しかし、更なる快感に襲われる。

「ああっ……あんっ――」

　指で触られた時とはまた違った、濡れた舌の柔らかい感触。

　割れ目を下から開くように舐め上げられ、芽衣実の腰がベッドから高く浮く。

　すかさず速水の両腕が、逃がさないと言わんばかりにがっちりと芽衣実の太腿を抑えた。

「はっ、んあっ、いやっん、ああっ……！」

　芽衣実の可愛い嬌声を耳にしながら、速水は執拗に彼女の蜜口を舌で何度となく舐め上げる。

「すごいな……どんどん溢れてくる」

「やっ、もうっ、だめぇ……」

「だめなんて言っときながら、ずいぶん濡れてるぞ」

「それはっ、社長が――」

「もっと良くしてやるから、黙ってろ」

　駄目と口にしながらも全く説得力がない状態の芽衣実を制し、速水の唇は再び愛液で濡れる秘所に近付く。

　硬くした舌が割れ目を開くようにして蜜口に触れると、蜜壺の中へクチュリと侵入していった。

「ああっ、あんっ、やっ――」

　クチュクチュと卑猥な音を立てて、尖った舌が中を犯していく。

　びくんびくんと身体を震わせて、芽衣実は甘い声が止まらない口元を両手で覆った。

（私……このままどうなっちゃうの……？）

「――へっ?!……きゃあ！」

　横っ腹から床にどすっと落下して、芽衣実は飛び起きるようにしてその場に立ち上がる。

「へっ……夢……?!」

　目に映るのは、自分の部屋と、つけっぱなしになっているテレビ。立ち上がった足下には、飲み終わった缶チューハイが転がっていた。

　ラグジュアリーホテルの一室でもなければ、もちろん自分ひとりだ。

（私、なんて夢を……！）

　身体はしっとりと汗ばみ、動悸がして呼吸は運動後のように上がっている。

　夢から覚めて、とんでもない夢を見てしまったことに、改めて全身が発熱したように熱くなる。

　見てしまった夢にはなんとなく見覚えがあった。

　少し前に企画を考えながら、参考までにと女性向けのアダルトビデオを鑑賞したのだ。

　結局、恥ずかしくなって途中で離脱したけれど、その時見た内容とすごく似ている夢だった。

（ていうか、なんで自分?!　あんなセクシーランジェリー持ってないし！　身に着けたこともないし！）

　それより何より、そんな夢の中に社長が出てきてしまったことが一番気まずかった。

　あの社長相手に、一体自分はどんな夢を見てしまったのか……。

　これではまるで、自分にそういう願望でもあるみたいだと、芽衣実は再び顔を熱くさせる。

「もう、やめやめ！　お風呂入ろ」

　話を自ら強制終了させ、転がった缶を拾ってバスルームへと向かった。

















「俺と恋愛してみるか？」












　デスクの上にはレース生地のサンプルが散らばり、その傍らにはカタログが山積みにされている。

　これから午後に次回ニューコレクションの企画会議が行われる。

　お昼休みはランチに出かけず、オフィス近くのコンビニでサンドイッチを買ってきて、デザインを考えながら食事を取っている。

　芽衣実がデザインを常に考えているのはいつものことで、同じデザイン部の面々も今では特に驚くこともしない。

　入社当時は「熱心だね」とか、「本当にデザインが好きなんだね」なんて言われていたけれど、今思えばもしかしたら嫌味だったのかもしれないなどと、芽衣実はふと思うこともある。

　そして、誰よりも熱心にやっているにも関わらず、未だにニューコレクションでデザインが採用されないことは、陰で笑えるネタにされているに違いない。

「うそ、マジかぁ……」

　芽衣実の向かいの席から、奈津子がスマホの画面を見つめながら声を上げる。

「ね、今晩暇な人！　挙手！」

　奈津子の声にデザイン部の面々が彼女に注目する。

　デザイン部は現在、芽衣実を入れて七人。

　今この島で席についているのは、芽衣実と奈津子の他、同じく同期がひとりと、一年後輩が二人の全部で五人だ。

　芽衣実以外の三人は奈津子の声に「どうしたの？」と反応する。

（どうせまた、いつもの……）

「今晩の合コン、ひとり欠員出ちゃって、女子ひとり募集なの！」

　予想通りの話の展開になり、芽衣実は心の中で〝やっぱり……〟と思う。

　奈津子は週末になると月に何度かはこんな話をして、合コンに精を出しているのだ。

　芽衣実とは真逆のタイプである。

「お願い、誰かいない？　今日の相手はね、大学病院のドクターなんだよ、将来有望！」

「へ～、医者かぁ、悪くないね！」

　周囲が食い付く中、黙々とサンドイッチを口に運びながらカタログを眺める芽衣実に、奈津子はちらりと目を向ける。

「芽衣実は……相変わらず興味なしってとこ？」

　奈津子に急に話を振られて、芽衣実はばっと顔を上げる。

「え、あー……うん、だね……」

　角を立てないようにやんわりと答えると、奈津子は「もう！」と向かいのデスクから乗り出した。

「デザインばっか考えてないで、芽衣実は少し遊んだほうがいいよ？」

　少し前にもチーム長にそんなことを言われたな、と思いながら、芽衣実は苦しい笑みを浮かべる。

「その方がいいアイディアも浮かんで、絶対企画も取れるんだから」

　前回の企画会議でデザインが採用された奈津子にそう言われてしまうと、芽衣実に反論の余地はない。

　プライベートを充実させながら仕事も絶好調な奈津子は、芽衣実にとって羨ましい存在だ。

　密かに羨望の眼差しを送ってしまうことは無意識のうちに多々ある。

「うん、そうなんだけどさ……合コンとかって、なんか苦手で」

「苦手ねー。そんなこと言ってたら出会いなんてなくない？」

　そう言った奈津子は「まぁいいや。誰か行こうよ」と、他の面々に目を向ける。

　すぐに「はい、行く！」と声が上がり、欠員は埋まった。

「よーし、じゃあサクッと仕事終わらせて帰ろー。今日の会議、長引かないかな？」

　わいわいと盛り上がる面々を横目に、芽衣実は「ふう」と小さく息をついた。
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　芽衣実にとって、今日は合コンどころではない日。

「はいはい！　じゃ、次回ニューコレクションのテーマ会議始めるわよー」

　その日の夕方――デザイン部では次回新作の会議が予定されていた。

　次なる企画では何としてでもデザインを採用されたい。

　その闘志を燃やし、テーマが決まる会議には真剣に挑む。

　デザイン部をはじめ、販売部や広報などからも人が集まり、直近の人気商品や売り上げなどの統計も参考に新作について話し合う。

　各部門からの意見や提案を加味して決定した次回ニューコレクションのテーマに、芽衣実は心の中で「駄目だ……」と呟いていた。

「じゃ、次回ニューコレクションのテーマは〝恋する女子の上がるランジェリー〟でいきましょう。何かキャッチーなコピーよろしくね。デザイナーはサンプル完成まで一ヶ月でお願い」

　田之倉が会議を締め、続々と席を立ち上がっていく。

　ミーティングルームで最後のひとりに残った芽衣実は、手帳に走り書きした今回のテーマに目を落とし、深く溜め息をついた。






（恋する……か）

　終業時間後――芽衣実はひとり、社内ラウンジで開いたデザイン画を前にぼんやりとしていた。

　定時で他のデザイナーたちは早々に退社。

『合コンだー！』と奈津子たちは楽しそうに帰っていった。

「ハァ……」

　みんなが帰ったしんとしたオフィス内に、芽衣実の溜め息が落ちていく。

　会議が終わってから、もう何枚もデザインを手掛けている。

　だけど、しっくりくるものが一向に描けない。

　いつもだったら、あれもこれもと湧くようにアイディアやイメージが出てくるのに、今日は考えれば考えるほど描けなくなっている。

　こうなってしまったのは、今回のテーマはもちろんのこと、これまでいいと思って作ってきたデザインがことごとく不採用を受け、自信もなくなっているのだと芽衣実は冷静な頭で感じ取っていた。

（恋するって、恋も何もしてない私がデザインを考えたところで、手に取ってもらえるような商品を考えられるの……？）

　それでも描かないことには何も生まれないと、再びペンを手に取る。

　そんな時だった。

　後方から誰かが近付いてくる足音を感じ取り、顔だけを振り向かせる。

　そこに見た姿が予想もしなかった相手で、芽衣実の瞳は大きく見開かれた。

（えっ、うそ……どうして?!）

　上体を捻った不自然な格好のまま静止している芽衣実に向かって近付いて来るのは、突如現れた速水だった。

　今まで、速水が社員用のラウンジに現れたことを、芽衣実が見たことはない。

　呆然としているうちに芽衣実の掛けるすぐ後ろにまで速水がやって来て、芽衣実は慌てて椅子から立ち上がった。

　その勢いで、脚の細い椅子が後方に倒れてしまう。

「お疲れ様ですっ！」

　膝に両手を添え、深く頭を下げる。

　恐る恐る顔を上げて速水の顔を見上げ、芽衣実は心臓が驚くように音を立てたのを全身で感じ取った。

　同時に、少し前にエントランスで初めて話をした夜、とんでもない夢を見てしまった記憶がフラッシュバックしてくる。

　キスでとろとろにされ、恥ずかしい姿を晒し……思い返すだけでも相当恥ずかしく、全身の熱が上がっていく。

　見なくてもわかるほど顔が熱く、赤くなっているのを感じた。

　何か一番耐え切れないかといえば、社長相手にあんなとんでもない夢を見てしまったことだ。

　本人を前にして思い出したことが気まずすぎて、頭の中に広がったものを強制終了させた。

「お疲れ様」

　やって来た速水は、勢いよく立ち上がった芽衣実と倒れた椅子をちらりと目にフッと笑う。

　そして黙ったまま椅子を元に戻すと、「座って」と芽衣実に着席を促した。

「あ、はい、すみません……」

「俺の方こそ悪かったね、仕事中に」

「いえ、そんなことは！」

　芽衣実の掛けるすぐ真横までやってきた速水は、手元にあるデザインを覗き込む。

　納得のいかないデザインを覗かれるのは嫌だったけれど、社長相手に「見ないでください」なんて言えるはずもなく、披露する羽目になった。

「ふ～ん……頑張ってるな」

　デザインを見て開口一番、速水は芽衣実の努力を認めてくれる。

　でもしかし、それが使い物になるかならないかが問題なのだ。芽衣実は散々そこに頭を悩ませながらデザインに向き合っている。

「私なりには、なんですけど……なかなか上手くいきません」

「……というのは？」

「あ……いえ、その……最近、向いてないのかなって、デザイナーの仕事」

　ついうっかり弱音のようなものを社長相手に吐露してしまい、慌てて「あの、その」と言葉を付け足す。

「デザインが採用されないのは、単に私の実力不足なのはわかっているんです……でも、また次回のニューコレクションも私には難しいテーマだったので、なんか落ち込むのにタイムリーで……」

「それは、〝恋する〟部分ということか」

　速水はフッと微笑を浮かべる。

　会議の決定事項は、即日社長の速水にも伝達される。

　驚くことではないが、芽衣実は自分の悩みの種をずばり速水に指摘され、その部分であっと驚いていた。

「図星のようだな」

「…………」

（どうしてそれが社長にわかっちゃうかな……）

　黙り込んだ芽衣実を横に、速水は芽衣実の描き殴ったデザインを手に取る。

　盗み見るようにその横顔を目にすると、速水は真剣な目をして紙面を見つめていた。

「自分に何が足りないのか気付いているなら、そこを補っていけばいい」

「え……？」

　テーブルにデザインを戻した速水は、椅子に掛けたまま自分を見上げる芽衣実をじっと見下ろす。

　口元に不敵な笑みが浮かんで、芽衣実はドキッと鼓動が跳ねるのを感じた。

「俺と恋愛してみるか？」

　さらりと出てきた言葉に、芽衣実の目が次第に見開かれていく。

（今、なんて……？）

　言われた言葉の意味が理解できないでいると、速水の長い指が見上げる芽衣実の顎へとそっと触れた。
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「相手がいないなら、断る理由はないと思うが」

「えっ、あのっ――」

　動揺する芽衣実に構わず、速水は芽衣実の顎を掴んで上向かせる。

　今までで一番間近に見た端整な顔に息を呑んだ時、芽衣実の唇は速水の強引な唇に塞がれていた。

（なっ……なに、これ……！）

　目を開いたまま、確かに触れている唇同士の感覚に芽衣実は固まる。

　時間にすれば数秒のことが、芽衣実にはものすごく長い時間に感じられていた。

　唇が離れていくと、芽衣実の視界いっぱいに速水の美しい顔が広がる。

「どうだ……？　俺と恋愛したら、もっと成長できる。仕事の面でも、女としても」

　顎にあった速水の手が、輪郭をなぞるようにして芽衣実の頬に添えられる。

　外に飛び出しそうなほど心臓が高鳴っているのを聞きながら、再び近付く速水との距離に咄嗟に目を瞑っていた。

「っ……ンっ」

　上唇にソフトに触れ、結んだ唇の境目を舌先でなぞられる。

　びくりと驚いてわずかに唇を開いてしまうと、その隙をついて舌が割って入ってきた。

　巧みなキスに翻弄され、呼吸の仕方がわからなくなっていく。

「ぷはっ」とわずかな唇の解放に息を漏らしてしまうと、速水はふっと笑って口付けから芽衣実を解放した。

「キスもご無沙汰か」

「なっ……！」

　耳元で囁かれて、芽衣実は逃げるようにして身体を背後に反らす。

　芽衣実の掛ける椅子の背もたれに片手をついていた速水は、やっと迫っていた芽衣実から身体を離した。

　その場にいることが耐え切れなくなって、距離が取れたのをいいことに芽衣実は慌てて椅子を飛び降りる。

「失礼します！」

　そう言うのが精いっぱいだった。

　荷物もそのままに、ひとり猛ダッシュでラウンジを出て行く。

　考えもなしに女子トイレへと駆け込むと、厳重に個室にまで入り鍵をかけていた。

　ドアを背にして立ち、脱力しかける。

（何で……キスなんか……）

　唇にありありと残った濃厚な口付けの感触に、乱れた心拍はなかなか正常には戻らなかった。






　窓から見上げる空は、もうすぐ始まる梅雨を予感させるどんよりとした灰色。

　午後には雨は上がると朝の天気予報では言っていたのにと思いながら、芽衣実はオフィスの広いガラス窓から青山通りを見下ろしていた。

「上がりましたー！」

　後方から声がして振り返ると、筒状にした大きな紙を持って奈津美がデザイン部の島に戻ってきた姿が目に入る。

　田之倉が「見せて見せて！」と急かすと、奈津美は「今広げますね！」と壁掛けのホワイトボードに紙を広げマグネットで貼り付けた。

　一同から「おぉー！」と歓喜の声が上がる。

　芽衣実もそのすぐそばまで近付き、紙面に釘付けになった。

「いいじゃない！　すごく魅力的」

　田之倉の声にデザイナーたちは同意して頷く。

　奈津美が持ってきたのは、前回採用されたニューコレクションの店頭用ポスター。

　仕上がったという報告を受け、広報に行っていたのだ。

「お疲れ様。次回も頑張ってちょうだい」

　田之倉に激励され、奈津美は「ありがとうございます！」と笑顔を見せる。

　芽衣実がそのポスターをじっと見つめていると、奈津美はその横へと並んで立った。

「モデルが身に着けるとより素敵だね。ネイビーのカラーが肌にすごく映えてる」

　芽衣実の感想に、奈津子は素直に「ありがとう」と答える。

「モデルがエレナだからね、もう何着せても可愛くセクシーだよね」

　千川せんかわエレナは、『luv maje』商品のモデルを単独で務める若者に人気のハーフモデル。

　オーストリアとのハーフだという彼女は顔もスタイルも抜群に良く、ファッションモデルとして雑誌にも引っ張りだこだ。

　キャラクターとして愛嬌もあり、最近ではバラエティー番組でも顔をよく見かける。

　しかし、ランジェリーの広告となれば普段とはまた違った表情を見せ、女性の芽衣実が見てもドキドキしてしまうセクシーな表情を見せている。

「これの撮影の時も美しかったよー。男性のスタッフさんとかデレデレだったし」

　デザインが採用されたデザイナーは、撮影に参加することが許されている。

　芽衣実にはまだない経験だ。

「でしょうね……へ～いいなぁ。自分がデザインしたのが形になったって実感する瞬間だよね？」

「うん、だね。芽衣実も次は頑張りな」

「うん……ありがと」

　そんな話で区切りがつくと、奈津子はポスターを眺めたまま「そう言えば……」と再び話題を切り出す。

「この撮影した時、エレナが社長は来ないのかってうるさかったんだよね」

「え……？　社長って、うちの？」

「うん。撮影には来ないって誰かが言ったら、機嫌損ねたみたいで。撮影が終わる頃だったからよかったよー、中断になりそうな勢いだったし。知り合いなのかなー？」

　思いがけず出てきた速水の話題に、芽衣実はにわかに落ち着かなくなる。

　表向きには「その調子だと、知り合いっぽいよね」なんて返答しつつ、心臓はひとりでにドキドキと高鳴ってしまっていた。

　あの突然迫られた夜から、もう二週間近くが経とうとしている。

　その後、社内で社長に顔を合わせることもなく、芽衣実はいつも通りの日常を送っている。

　ここ最近は、あの時のことも夢だったんじゃないかと思い出していたくらいだ。

（もしかして、千川エレナと特別な関係だったりして……）

　会社社長と芸能人なんて、よくある話だ。

　それに、速水はそこらへんの若手俳優と肩を並べても見劣りしない、むしろそれ以上の容姿だ。

　エレナが社長を狙っても納得できる。

（まぁ……私には関係のないこと、か……）

　頭を切り替えて仕事に戻ったものの、一度出てきてしまった速水のことが頭から離れなくなってしまう。

　キスをされたあの日から、芽衣実の頭の中は完全に速水に占領されてしまっている。

　どうしてあの時、自分などに近付いてきたのか。

　芽衣実がこんな風に考え込むほど、何も意味なんてないのかもしれない。

　ただの気まぐれ、暇つぶし。

　そうだったとしても、芽衣実にとっては衝撃的で刺激的で、簡単に葬れる出来事ではない。

　気を抜くとあの時のことがフラッシュバックしてきて、途端に落ち着かなくなってしまうのだ。

（やめやめ。余計なことはさっさと忘れて、仕事しなきゃ）

　大きく深呼吸をし、邪念を振り払うようにデスクへと向かった。






　一日の業務を終え、芽衣実はひとりエレベーターへと乗り込む。

　少し残ってデザインを考えようとパソコンに向かっていたけれど、全然はかどる気配がなく、大人しく帰ることに決めた。

　ここのところ、手ごたえを感じるものを全く作り出せない。

（焦れば焦るほど、空回りしてる気がするな……）

　エントランスホールを抜けてビルの外へと出ると、すっかり陽の落ちた青山通りを、いつも乗る地下鉄乗り口へと向かって歩いていく。

　昼間降っていた雨は夕方には上がり、傘をさす必要はなくなっていた。

　足早に歩道を歩いていると、横から突然クラクションを鳴らされる。

　自分ではないだろうと見もせず足も止めずにいると、再びパパッと音が響き、芽衣実は恐る恐る顔を向けた。

（……？　えっ、なんで……!?）

　路肩に停車する黒いボディの高級外車。

　その運転席のガラス窓がすうっと開き、顔を見せたのは速水だった。

「お疲れ」

「お、お疲れ様です……」

　手招きをされて、芽衣実はそろそろと車へと近付く。

　歩道から車のすぐそばまで近付くと、運転席から速水が降りてきた。

「このあと、予定は？」

「え……今から、帰るところですが」

　芽衣実の返答を聞いた速水は、「それなら」と助手席側へと回ってくる。

「乗って」

　そう言って、助手席の扉を開いた。

「えっ……」

「早く」

「でも、あの」

「社長命令なんだけど」

　突然車に乗れと言われ、更には〝社長命令〟とまで言われてしまい、芽衣実はおろおろとしてしまう。

　それでも速水はドアを開けたままじっと芽衣実のことを見つめていて、芽衣実はどうすることもできず歩道から車道へとおりていく。

　開けられたドアに近付くと、背中に手を添えられ乗車を促された。

　自分を乗せ、運転席に戻ってくる速水の姿をフロントガラス越しに目にしながら、芽衣実の鼓動は一気に激しい音を立て始める。

　運転席の扉が開けられると、芽衣実はかしこまって、じっと自分の膝の上に載せたバッグに目を落とした。

「こんばんは、速水です。今から席、用意してもらえます？　ふたりです、はい――」

　腰を落ち着けた速水は、スマホを手にどこかに電話をかけ始める。

　通話を終わらせるとハンドルを握り、音なく滑らかに車を発車させた。

「強引に連れ出して、怒ったか？」

「えっ、いえ、そんなことは……！」

「そうか、ならいいけど。食事でもどうかと思って」

「えっ、私と……ですか？」

「それ以外に誰がいるんだ」

　さらりと返ってきた言葉に、芽衣実は返す言葉に困ってしまう。

　まさか会社の前で速水にばったり会い、そのまま車に乗せてもらい食事に誘われるなど思いもしなかったからだ。想定外すぎる。

「思いつめた顔して歩いてきたから、また仕事で悩んでると思って声かけたんだけど」

「えっ！」

「また図星みたいだな」

　速水はフッと笑って「わかりやすい奴」とちらりと芽衣実に視線をよこす。

「そんな、ことは……」

　流れ的に否定をしようとしたけれど、それ以上言葉が出てこなかった。

　フロントガラスの先に見えるテールランプの眩しい赤い光を見つめながら、初めて乗る高級車にそわそわする。

　革張りのシートは体を包み込むようにフィットして、こんなに座り心地のいい車が存在することに驚いていた。

　内装も芽衣実の知る普通車とは全くグレードが違う。

　会社前を出てしばらく車を走らせると、車は有名なラグジュアリーホテルへと入っていく。

　正面エントランス前のロータリーへと車を寄せると、速水は運転席から降り、すぐに芽衣実を助手席から降車させる。

　その際にもわざわざ手を差し出され、芽衣実は緊張しながらそっとその手に触れた。

　車をその場でヴァレーパーキングサービスへと預け、速水は芽衣実の背に手を添えエントランスを抜けていく。

「あの、こちらで食事をされるんですか？」

　寄り添う速水を横から見上げ、芽衣実は動揺を露わに問いかける。

　間近で横に並ぶと頭ひとつ分は背丈が違い、速水の長身に芽衣実は改めてドキドキとしてしまった。

「そのつもりだが、何か問題でもあるのか？」

「い、いえ。そういうことでは……と、いいますか……」

　歯切れの悪い芽衣実に、速水はクッと肩を揺らす。

「何だ、食事だけじゃ不満なら部屋を取ってもいいが」

「ちっ、違います！」

　力いっぱいに動揺した芽衣実を、速水はクッとまた笑う。

　笑われて初めて、速水にからかわれているのだと気付き、芽衣実の顔が一気に赤面した。

「面白いくらいにからかいがいがあるな」

（やっぱり……！）

　何も言い返せずに俯く芽衣実を、速水は横から覗き込む。

　その頬が不満げに少し膨らんでいて、速水は思わずその頬を人差し指でツンとつついた。

「フレンチの店にしようと思ってるけど、大丈夫か？　何か食べられないものは？」

「それは、特にはないです……」

　ホテル一階のエレベーターホールからすぐ上の二階フロアへ降り立つと、すぐに目的のフレンチレストランが見えてくる。

　黒服のスタッフが速水の顔を見るなり頭を下げたのを見て、芽衣実の緊張は一気に膨らんだ。

　ラグジュアリーホテルの、高級レストラン。

　こんなところ、芽衣実にとっては何かお祝いごとでもない限り訪れない場所だ。

　こんな、ちょっとファミレスにでも行くような感覚でサクッと来てしまうなんて……。

「速水様、いらっしゃいませ」

「すみません、急な連絡に対応してもらって」

「いえ、とんでもございません。どうぞ」

　どうやら一度二度の来店ではないことを、速水とスタッフのやり取りを聞いて芽衣実は察する。

　開けた入口から中へ入っていく。落ち着いたダウン照明の店内は、円卓にネイビーカラーのクロスが掛けられた席がゆとりある間隔で設置されている。

　その広いフロアの中央にはグランドピアノが鎮座し、女性が心地いい曲を演奏していた。

　案内された席は、フロアの端に位置する、少し他のテーブルと離れた落ち着いた席だった。

　ガラス張りのそこからは、ライトアップされたホテルの中庭が上から見渡せる。

　黒服のスタッフに椅子を引いてもらい席につくと、速水は何かメニューのようなものを見ることもなく「コースと、いつもので」とオーダーする。

「かしこまりました」と黒服の男性が去っていくと、速水は向かいにかしこまって掛ける芽衣実に微笑を向けた。

「ワインを頼んだ、飲めるか」

「あ、はい、大丈夫です」

　返事をしたそばから落ち着かず、周囲を遠慮がちに見回してしまう。

　正面から注がれる視線に間が持たないのもあって、どこを見たらいいのかわからなくなっているのだ。

「どうした、落ち着かなそうだな」

「え、それは、はい……」

「落ち着いて話せる場所を選んだつもりだったんだが？」

「社長にとったらそうだと思いますが、私は、こういう場所は慣れていないので……」

　そんな話をしていると、黒服のスタッフが再び戻ってくる。

　磨き上げられたグラスの中にはスパークリングワインが注がれ、入れ替わってやってきた別のスタッフが前菜料理を目の前に置く。

「季節の彩り野菜と炙りまぐろのカルパッチョになります」

　白いプレートには、表面が炙られたまぐろに、色鮮やかな野菜が繊細にカットされ添えられた芸術的な料理がお目見えしていた。

　芽衣実はじっとプレートの上に視線を注ぎ、その美しい料理に見入っていた。

「じゃ、お疲れ様」

「あっ、はい、お疲れ様です……」

　速水がグラスを手にして、芽衣実も慌ててグラスを手に取る。

　グラスが重なるとカチンといい音が響いた。

　速水に倣ってグラスに口付けると、フルーティーないい香りが鼻孔をくすぐる。

　一口、口に含むと、とても飲みやすいスパークリングワインだった。

「緊張しているなら、少し飲んでリラックスした方がいい」

「はい、ありがとうございます……」

　あっという間になくなったグラスには、すぐにスタッフが訪れ、同じスパークリングワインが注がれていく。

　ワインが進む芽衣実を、速水は満足そうに微笑を浮かべてじっと正面から見つめていた。

「プレゼンの準備はどうだ」

　ナイフとフォークを手に取った速水が芽衣実に問いかける。

　突然始まった仕事の話に、芽衣実は傾けていたグラスをネイビーのクロスの上にそっと戻した。

「準備は……まだまだです。デザインがまだ、上がらなくて……」

「そうか」

　社長自らにこうして仕事に関して問われることなど初めてで、返す言葉に注意を払う。

　下手なことは言えないと思うと、言葉を選ぶしかない。

「今まで出したデザインを、何案か見せてもらった」

「え……私の、ですか？」

「ああ。よく勉強してきていると感心したし、商品化するにあたり申し分ないものだと見ていた」

　思ってもみない評価をもらい、芽衣実は「ありがとう、ございます……」と真剣な目で速水を見つめる。

「ただ……この間も言ったことだけど、遊び心は確実に足りない」

（遊び心、か……）

「真面目、なんだな。野坂は」

「そ、そんなことは、ないです……真面目なんて……」

　完璧に見透かされ、芽衣実はふるふると小さく首を横に振る。

　速水はそんな芽衣実を眺めながら、フッと小さく鼻で笑った。

「野坂は、この仕事に何を思ってる？」

「え……？」

「デザインの仕事には、どうして就きたいと思ったかってことだ」

　突然、採用面接のような質問をされ、芽衣実はつい口ごもる。

　でも、いつも心にある気持ちを素直に口にした。

「誰かの人生を彩れるものを作りたいと、そう思って……」

　自分の生み出したものが、誰かを素敵にできる、幸せな気分や時間を作り出せる、そんな何かを世に出したい――。

　芽衣実がデザイナーを目指したのは、そんな夢があったからだ。

「これを持っているから、これを身に着けているから、今日は気分が上がる、とか……そういう日常の、何気ない幸せみたいなものって、生きていての楽しみだと思うんです。私も、実際そうなので……。お気に入りのものが身近にあるって、なんていうか、生きるパワーになるっていうか……だから、そんな風に誰かを幸せにできるものを作りたいって思って」

　つい語りすぎたとハッとした芽衣実は、「すみません、喋りすぎました」と即謝る。

　しかし速水は「そんなことない」と、穏やかな声を芽衣実に返す。

「それが、いつも時間も忘れて熱心にやっている理由か」

　芽衣実の話を聞いた速水は、柔和な笑みを浮かべて彼女をじっと見つめる。

　その優しい視線を受け、芽衣実は「はい」と頷いた。

「でも……そういう気持ちだけでは何も生み出せないって、最近は身に沁みて実感してます。想いだけじゃ、何も実現できないんだな、って……」

　現実はそう甘くはない。

　ドラマや漫画のように、想いだけで、熱い志だけで、夢を実現したり達成することなんて現実には難しいのだ。

「確かに、想いだけじゃ難しいかもしれない。だけど、そういう想いは、形になった時に必ず多くの人間を虜にする」

「え……？」

　速水の力強い言葉が心に突き刺さるように届き、芽衣実は正面の速水から目が離せなくなる。

　真剣な芽衣実の視線を受け、速水は応えるようにじっとその大きな瞳を見つめ返した。

「俺にも、お前と同じような想いがある。俺たちに生み出されたものは、誰かの何かを必ず変える。物を作り出すことには、いろんな形の夢がある」

（誰かの、何かを必ず変える……）

　速水の話を聞いて、芽衣実は以前耳にしたことを思い出していた。

　今や代表取締役という会社のトップに君臨しているが、速水もまた、デザインの道をひたすら突き進む人生を送ってきたのだ。

　権威ある賞を多く受賞し、海外でも認められるほどの実力。

　服飾関係の仕事についていれば、速水の名前を知らない者はいないと言われているくらいだ。

　それだけの地位を築いてきたのだから、誰よりも苦労し、努力してきたに違いない。

「社長も……悩んだり、辞めた方がいいかもしれないって思ったこと、今まであったりしましたか？」

「もちろん。でも……」

「……？」

「悩んだって、辛いと思ったって、この世界でやっていきたいって思う気持ちの方が強かった」

　そう話した速水の表情は晴れやかで、そしてキラキラと眩しく芽衣実の目に映る。

　速水は口元に笑みを載せ、芽衣実を改めて見つめた。

「だから、確かな想いを持って仕事をしてるお前を、俺は応援したいと思う。その想いが形になるように、頑張ってほしいと思った」

　誰にも話したことのない秘めた想いを口にして、こうして受け止めてもらったことが芽衣実の心を大きく揺さぶる。

　今まで知ることもなかった速水の想いも知ることができ、芽衣実は改めてこの仕事に、この会社に携わることができて良かったと心から思えていた。






　なめらかなショコラのムースのデザートが出てきた頃には、芽衣実はすっかり酔いが回りいい気分になっていた。

　椅子に掛けながらも、ふわふわと身体が揺らめいている感じがする。

　そんなに飲んだつもりはなかったが、飲みやすくどんどん注いでもらってしまったため、あっという間に酔いが回ってしまったようだ。

「大丈夫か？」

　席までやってきた黒服のスタッフとのやり取りを交わした速水は、ほわんとして席に掛けている芽衣実に声をかける。

「あ、はい、少し飲み過ぎたようですが、大丈夫です。ご馳走様でした」

　ここに来た時は緊張で表情も強張っていた芽衣実だったが、今はにこにことしてかなり気が抜けたような様子を見せている。

　速水は席を立ち上がると、芽衣実の元まで近付き腕を掴んだ。

「立てるか」

「だ、大丈夫です！」

　ひとりで歩けることをアピールしようと、芽衣実は慌てて立ち上がる。

　が、自分が思っている以上に足元は危なっかしく、絨毯の上に立ったヒールがぐらりとバランスを崩した。

「どこが大丈夫なんだ」

　案の定の芽衣実の姿に速水はフッと笑う。

　そしてしっかりと腰を抱くと、エスコートして店をあとにしていった。

「あの、私、お支払いを……」

　店を出てエレベーターホールに入ったところで、芽衣実は速水を見上げる。

　今日の食事代を払っていないことが気掛かりだったのだ。

「そんなこと聞いてくる女は初めてだな」

「え？」

「払わせるわけないだろ。気にすることじゃない」

「え、でも……そういうものなんですか？」

　社長とふたりで食事をすることが自分の身に起こるなんて思いもしなかったし、ご馳走になってしまうことなんて更に恐縮でならない。

　でも確かに、社長が女性に財布を出させないことは、ぼんやりした頭でもなんとなくわかることだった。

「そういうもんだ」

「そう、ですか……では、ご馳走様でした」

　改めてお礼を口にし、来たエレベーターへと乗り込む。

　無人のエレベーターへと乗り込むと、扉を閉めた速水は両手で芽衣実の体を抱き寄せた。

　近付いた距離に、芽衣実は彼の胸元へと咄嗟に両手を置く。

　それでもすぐ目の前にはペイズリー柄のネクタイが迫っていて、速水が纏うエキゾチックでセクシーな香りが微かに鼻孔をくすぐった。

　それだけで芽衣実の鼓動は高鳴っていってしまう。

　二階から一階へすぐにエレベーターは到着し、速水はまた芽衣実の肩を抱いて正面玄関へと向かって行った。

　エントランスの自動ドアを抜けていくと、すでに乗って来た速水の車はそこに用意されていた。

　駐車場に行かなくていいのか、と庶民的なことを考えているうち、芽衣実は助手席へと乗せられる。

　すぐに速水も運転席に乗ってきて、車はホテルのロータリーをあとにした。

「すみません……私、社長が飲まれていないのに、自分だけ……」

　はじめは緊張していて、速水が飲酒していないことに気付けなかった。

　前菜が終わり魚料理が出てきたあたりで自分だけが飲んでいることにハッとして声を上げたが、速水は自分は運転があるから気にしないで飲んでいいと言っていた。

「ずいぶん緊張してたみたいだから、少し飲んだくらいが良かっただろ？」

「そうかも、しれなかったですけど……」

「途中からはリラックスして話してたみたいだから正解だった。ちょっと飲ませすぎた感じもするけど。酒は弱いのか」

「いえ、そんなことは……」

　夜の闇に飲み込まれた薄暗い車内で、ぽつりぽつりと会話を交わしながら、自宅までの道を訊かれる。

　包み込むような座り心地のいいシートの上で、芽衣実はうとうととしながら窓の外の流れる景色を眺めていた。






　ふわふわと身体が浮いている感覚に、芽衣実は重い瞼を持ち上げる。

「――えっ、え?!」

「気付いたか。勝手に入らせてもらったぞ」

　頭の後ろでバタンと音がして顔を動かすと、目に入ってきたのは見慣れた自宅の玄関。

　視界が上へと向いていて、芽衣実は速水に横抱きにされて運ばれていることに驚愕した。

「あのっ、社長、なんで」

「なんでって、着いたから起こしてるのに全然起きないから、運ぶしかなかったんだろ」

　どうやらいい気分のまま爆睡し、着いたと起こされているのに目覚めなかったらしい。

　社長にお姫様抱っこで自宅まで運ばせるなんて、なんたる失態だと芽衣実は卒倒しそうになる。

「すみませんでした！　あのっ、もう大丈夫ですので！」

　電気のついていない暗い部屋の中を速水は芽衣実を抱いたまま進んでいき、奥のベッドへと横たわらせる。

　ベッドサイドのライトをつけると、淡いオレンジ色の光が速水の端整な顔を浮き上がらせた。

　自分の独り暮らしの部屋の中に社長がいるという光景が芽衣実には非現実的でならない。

　ぼんやりとした頭でそんなことを思いながらじっと彼を見上げていると、速水は部屋の中をぐるりと見回した。

「水でも飲むか」

「あ、はい……でも、大丈夫です、自分で――」

　横になった身体を起こそうとすると、速水はさっさとキッチンへと向かい「開けるぞー」と冷蔵庫を開く。

　中からミネラルウオーターのペットボトルを見つけ出すと、速水は上体を起こしかけた芽衣実へとキャップを開けて差し出した。

「ありがとう、ございます……わっ！」

　ところが、慌てて受け取った手が滑り、胸元へ豪快に中身の水をこぼしてしまう。

「おいっ、何やってんだ」

「すみませんっ」

　さっと速水がペットボトルを手に取り直したものの、半分近くがこぼれ、芽衣実の服を濡らしてしまう。

　酔いと寝起きでぼんやりしているせいか、芽衣実は「ああ……」と濡れたブラウスの胸元をつまみ上げてうなだれた。

「全く……世話の焼ける奴だな」

　ベッドサイドのライトの横にペットボトルを置いた速水は、芽衣実の横になるベッドに脚をかける。

　そうしてベッドへと上がってくると、躊躇なく芽衣実のブラウスのボタンに手をかけた。

　一番上のボタンから、ひとつ、ふたつと外されていき、芽衣実は覚醒したように「あのっ」とその手を両手で掴んだ。

「こんなに濡れたら着替えたほうがいいだろ」

「それは、そうなんですけど……あの……」

　思考回路がお酒と寝ぼけで正常に機能にしていない芽衣実は、伝えたい言葉を訴えるように迫る速水の顔をじっと見つめる。

　芽衣実の真っ直ぐな視線を受けて、速水はそっと撫でるようにその頬に触れた。

　仄暗く静寂に包まれた芽衣実の部屋の中で、速水の口角が意味深に吊り上がる。

「そういう顔をして男を見るとどうなるか……教えてやろうか？」

「え……」

　頬にあった大きな手が後頭部を支えると、芽衣実の身体は再びベッドへと沈んでいった。

　すぐに芽衣実を組み敷く体勢で、速水が真上に迫る。

　酔っぱらったふわふわとした視界の中で、芽衣実はスーツのジャケットを脱ぐ速水をじっと見上げていた。

　背後に脱いだそれを放った速水は、芽衣実の顔の横へと片手をつく。

　傾けた綺麗な顔がゆっくりと迫ってきて、芽衣実は訳が分からないまま唇を塞がれていた。

「ンっ……！」

　唇を包み込むように重なった強引な唇は、芽衣実の体温を一気に上げてしまう。

　角度を変えながら唇を愛撫されるうち、わずかな隙間から悪戯な舌が侵入してくる。

　結んでいたはずの芽衣実の唇はいつの間にか開かれ、触れ合う唇はより深く重なり合った。

「ふっ、んっ……っ」

　舌先が触れ合い搦め取られる。

　口内を侵されていくうちに、芽衣実はお腹の辺りがきゅんと痺れる感覚に身をよじった。

　不慣れな舌先をちゅっと吸って、速水は濃厚な口付けから芽衣実を解放する。

　息が上がった芽衣実を眼下に、速水はフッと不敵に笑った。

「これだけでそんなとろけた顔しちゃうんだ……？」

　自分がどんな顔をしてしまっているのか、芽衣実にはよくわからない。

　でも、全身が熱く心臓が壊れる勢いで内側から叩き付けているのを感じると、速水を見上げる顔は人様には披露できない恥ずかしいものに違いないと思った。

「風邪でもひいてプレゼンに響いたら大変だからな」

　そんなことを言いながら、速水の指先が三つ目のボタンに取り掛かる。

「!?　社長っ……」

　あっという間にほとんどのボタンが外され、ブラウスの濡れた部分を広げられると、下着姿が露わになってしまった。

　今日に限って、色の濃いブラウスだからとインナーを着ていなかった自分のタイミングの悪さを芽衣実は内心恨む。

　無意識に胸元を両手で隠そうと腕を上げると、その手は速水に取られてベッドの上へと戻されてしまった。

　切れ長の目が、まじまじと芽衣実を見下ろす。

　その熱を孕んだ視線だけで芽衣実の心拍は上がり、体温はますます上がっていってしまう。
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「ランジェリーデザイナーのくせに、自分の身に着けるものはずいぶんと控え目なデザインを選ぶんだな」

　そう言った速水は、芽衣実の身に着けるブラジャーの肩紐に指を引っ掛ける。

　レーヨン素材のブラウスに響かないようにと、レースなどの装飾のないシンプルなものだ。

　可愛いだとか、セクシーという雰囲気はまるで皆無。

〝控え目〟と言われてしまっても仕方ないくらい、今日芽衣実が身に着けているブラジャーは飾り気も面白味もないものだった。

「そっ、そんなに、見ないでください……」

　どこを見たらいいのかわからなくなっている芽衣実に触れるだけのキスを落とし、速水はひとりベッドを下りていく。

　ベッド後方の芽衣実の仕事用デスクへと近付いていくと、その上に飾るように置かれている淡いピンク色のランジェリーセットを手に取った。

　いろいろなデザインを参考にしてみようと資料として購入した、他社ブランドのものだ。

　一体どういうつもりだろうとふわふわする思考で考えながら、戻ってくる速水をじっと見つめる。

　ベッドへと再び上がってきた速水は、横になったままの芽衣実を黙って抱き起こした。

「あっ……」

　かろうじて肩にかかっていたブラウスを、落とすようにして脱がされてしまう。

　スカートにブラジャーというとんでもない恰好になっているというのに、速水は取ってきたブラジャーを芽衣実の両腕へ通し、その背後へと回る。

　そして、着けていたブラジャーのホックを外し取り去ってしまうと、可愛らしいレースをふんだんに使ったピンク色のブラジャーを芽衣実へと着け直した。

「あの、これは……」

「立って。って、無理か」

「え……？　あっ！」

　今度は突然抱き上げられ、ベッドの上から連れ出される。

　どこに連れていかれるのかと思っているうち、部屋の隅に置いてある姿見の前まで行くと、速水はその前で芽衣実をそっと床へと立たせた。

　芽衣実の背後へ支えるように立った速水は、左手を腰へと巻き付け、右手で芽衣実の右手首を掴む。

　上半身下着の姿で鏡に映っている自分を目にして、芽衣実は耳まで真っ赤に染まってしまった。

「やだっ、離してください、恥ずかしい」

　募った羞恥心でどうにかなってしまいそうで、芽衣実は視線を足下へと落とし背後の速水に懇願する。

　そんな芽衣実を、速水はくっと肩を揺らして笑った。

「恥ずかしい？　ほら、顔を上げて見てみろ。すごく美しい」

　耳元で囁かれて、芽衣実はその艶のある声にぞくりとする。

　再度「ほら」と囁かれ、恐る恐る顔を上げていくと、羞恥に染まる自分のあられもない姿と、鏡越しに自分を見つめる速水とバチッと目が合った。

「こういう甘いデザイン、似合うじゃないか、もったいない。普段からも身に着けたらいい」

　そんな風に言われても、芽衣実に自分の姿をまじまじと確認する余裕なんてこの状況では与えられていない。

　身をよじってなんとかこの場から抜け出そうとしたところで、腰に回っていた速水の手にぐっと力が込められた。

　自分へと引き寄せて、ふらつく芽衣実の身体を片手で支える。

　手首を掴んでいた手が放され、その手は芽衣実の胸元へと伸びていった。

「下着は正しいサイズを正しくつけないと意味がない」

「あっ、何をっ――」

　アンダーワイヤーの位置がずれて着いてしまっているブラジャーを直すように、速水の指が躊躇なくカップの中へと入ってくる。

　驚く芽衣実を気にすることもなく、アンダーバストを掬い上げるようにしてブラジャーのカップに正確に収めた。

　それはもう、例えるなら店頭でランジェリーの試着を手伝うスタッフのような手つきだ。

　薄暗い部屋の中で、姿見に映る自分を盗み見る。

　カップにレースを余すところなく使った乙女なランジェリーは、甘さの中にどこか危うさを秘めていて、そこに女性らしい魅力を感じさせた。

「芽衣実」

　鏡の中で、速水が耳元で囁きかけてくる姿が目に映る。

　下の名前を艶っぽい声で口にされて、芽衣実はそれだけでぞくりと身体を震わせた。

「社長、あのっ、もう服を着ても」

　訴えるように顔だけを振り向かせると、速水は意地悪い笑みを浮かべて自分を見た芽衣実の唇に口付けを落とす。

「駄目だ。もっと、お前の可愛い顔を見たい」

「え、わっ！」

　視界が急に横になり、力強い腕によって身体が宙に浮く。

　今日三度目のお姫様抱っこで運ばれた先はベッドの上で、芽衣実は再び速水に組み敷かれてしまった。

　やんわりと優しい力で芽衣実の両手首をシーツに縫い付けた速水は、蠱惑的な眼差しで芽衣実を見下ろす。

「やっ、もう、社長、ふざけるのもいい加減にっ――」

「ふざけてない。これだけ煽って誘っておいて、ずいぶんな言い方だな」

「あ、煽っ……誘ってなんか！」

「もういい、黙って」

　黙って、そう言われた時には唇に言葉が振動するくらいふたりの距離は近付いていて、速水はその言葉通り口付けで会話を中断させた。

　すぐに離れた唇は首筋を這い、鎖骨を撫でる。

「あっ……」

　綺麗に突出した骨を舌でなぞられると、芽衣実はびくりと体を揺らして声を上げてしまった。

（身体が、熱い……。酔っているせいもあるけど、もうそれだけじゃない……）

　デコルテにリップ音を響かせて、キスが何度も落とされていく。

　唇が触れるたび速水の艶のある前髪が素肌を撫でていき、芽衣実の体はそれだけでぴくぴくと敏感に反応した。

　手首を押さえていた速水の手は、芽衣実が気付かぬうちに腕を上りつめ、肩を滑って脇から両胸を包み込む。

　掬うようにした指がブラのカップに食い込んで、芽衣実は慌ててその両手を掴んで阻止を試みた。

　しかし、速水は口角を上げて意地悪く微笑むだけ。

　手首を芽衣実に掴まれても動じず、その指先は弾力を確かめるようにやんわりと白い膨らみを揉み始める。

「やめっ、あっ……」

　眼下で速水の骨ばった指が自分の女の膨らみに食い込むのを目撃して、芽衣実は耳まで真っ赤にして顔を背けた。

　見てしまったことで余計に感覚が高まり、彼の動きに敏感に反応してしまう。

　芽衣実が目を離した隙に、悪戯な指先は両方のレースのカップを下にずり下げてしまった。

「いやっ」

　レースに包まれていた双丘が速水の目に晒される。

　白くお椀型の丸い膨らみは、その先端が桜色に色付き、可愛らしい実をつけていた。

「綺麗な形をしてる……感度も良好のようだな」

「あっ、やっ、あっん――」

　ブラジャーを退けて直接触れてきた指先は、乳房をやわやわと揉み込んでいく。

　そのうちにその人差し指が膨らみの先端を掠め、芽衣実の腰がベッドから浮き上がった。

　一際敏感な反応を見せた芽衣実の様子を速水は見逃さない。

　意地悪な微笑を口元に載せ、両方の人差し指の腹で桜色の先端をこするように撫でる。

「ひゃっ、あっ、社長、やめっ――」

　止めようと掴んでいた速水の手首から、芽衣実の手が力なく離れていく。

　速水はすかさず双丘を弄んでいた両手を芽衣実の手の平に重ね合わせると、指を絡ませベッドへと押し付ける。

　耳の横で両手を押さえつけられたような体勢にさせられた芽衣実は、潤んだ瞳で速水を見上げた。

「これだけでそんな顔しちゃって……こっから先どうするんだ」

（ここから、先って……）

　そう言うや否や、白い膨らみの先端に口付けが落とされて、芽衣実は「ひゃっ」とまた新鮮な声を出してしまう。

　速水は芽衣実の胸元からその表情を窺い、桜色の実にふぅっと吐息を吹きかける。

　芽衣実がぴくりと肩を揺らすと、追い立てるように舌で乳頭を嬲った。

「あっ……！」

　甘く上がる声を耳に、速水は舌先で上下に乳首を転がす。

　それだけでは物足りず、乳暈にゅううんごと口腔内へと招き入れた。

「あっん、やんっ、だ、め――」

　唇の中で温かい舌に舐め回され、遠慮なく吸い上げられる。

　意思に反して甘ったるい声がどんどん漏れ出てきてしまい、せめて手で押さえて止めたいけれど、両手の自由は許されていない。

　左右の胸を交互に弄ばれて、芽衣実の甘い声はエスカレートする一方だった。

「やっ、ああっ、んっ――」

　下腹部の奥の方がきゅんとしてもどかしい。

　やっと口腔内から解放された乳暈は唾液で濡れ、それだけで扇情的で艶めかしく芽衣実の目に映る。自分の体の一部だというのに、それが妙に淫靡に感じるのだ。

「もう……だめ……」

「だめ？　本当にだめなのかは、体に訊いてみようと思うが……」

「ひゃっ」

　組み敷く体勢から芽衣実の横に体を寄せた速水は、耳朶に口付け妖しく囁く。

　少し前まで芽衣実の手首を押さえていた手が腰を撫で、太腿へと下りていくと、乱れる膝丈のフレアスカートの裾から中に入っていった。

「あっ、ちょっと待っ――」

　止める間もなく、その手は内腿へと触れてくる。

　芽衣実がびくんと身体を震わせた時には速水の手はショーツにまで到達していて、布越しに秘処をすっと指先でなぞられた。

　最後の抵抗と言わんばかりに、芽衣実は閉じた脚に力を込める。

　それでも速水の指先は割れ目を確かめるように上下に動くことをやめてくれず、芽衣実は新たな刺激に入れていた下肢の力を奪われていった。

「だめじゃないみたいだな……下着越しでも濡れてるのがわかる」

「やんっ」

　そんな恥ずかしいことを囁かれたと思ったら、耳の穴を探るように舌が耳元で動き回る。

　ぞくっとしてそっちに気を取られているうち、スカートはめくり上げられ下半身が外気に触れてひやりと感じた。

「服も濡らして、下着まで濡らして……世話が焼ける奴だな」

　ベッドから起き上がった速水は、露わになったショーツに手をかけ簡単に脱がしていってしまう。

　芽衣実に止める暇など与えず、スカートまでもが取り払われ、下げられたブラジャーのみというなんとも卑猥な姿になってしまった。

　スカートをベッドの後方にふわりと投げた速水は、芽衣実の両膝に手を置く。

　そして遠慮なしに左右に大きく開くと、芽衣実の口から「いやっ」と恥ずかしさのあまり悲鳴のような声が上がった。

　咄嗟に両手を伸ばし、晒された秘所を覆い隠す。

　速水に言われた通り、そこが潤ってしまっていることが触れた手先に感じ取れた。

（ちょっと待って。これじゃ、いつか見た夢と一緒じゃ……！）

　働かないふわふわした意識の中で、芽衣実は少し前に見てしまった夢のことを思い出す。

「社長、もうっ、これ以上は」

　懇願してみても、速水にはまるで無意味で、不敵な微笑を浮かべるだけ。

　やんわりとガードする芽衣実の手を退けると、ひとりでに潤ってしまった蜜口にそっと触れた。

「あっ……」

　親指と人差し指が濡れた花弁を開く。

　その内側をゆっくりと上下になぞられていき、芽衣実は腰を浮かせて身悶える。

　ガードには意味をなさなかった手で今度は口元を覆い、せめてこの勝手に出てきてしまう声を抑えようとした。

「っ……んんっ……」

　上下に擦ったり、円を描くように撫でたりするうち、蜜口へと指先が微かに沈んでいく。

「っ……！　ぁんっ」

　入口の浅いところを出たり入ったりし始めると、秘所からクチュクチュと粘着質な水音が響きだした。

　口元を覆い、真っ赤な顔をして目をぎゅっと瞑る芽衣実を見て、速水は満足そうに愛撫を続行する。

「どんどん溢れてくる。これじゃ、当分下着は身に着けられないな」

「っ、しゃ、社長がっ……そんなこと、するからっ」

「そんなこと？　わかった、ちゃんと綺麗にしてやるから」

「えっ、ちょっ、それはっ」

　まさか――芽衣実がそう思った時には速水の頭は自分の脚の間にあって、絶句と共に息を呑んだ。

　いつも抜かりなくセットされている艶のある黒髪。

　それが、自分の卑猥な部分から覗いている。

　信じられない光景にくらくらと目眩を感じ、芽衣実は気を失いそうになる。

「だめっ、です、そんなところ、ひゃっ、あっ！　お風呂も、入ってな、ああっ、やっ――」

　悪戯な笑みと共に『綺麗にしてやる』なんて言った速水は、濡れそぼった蜜口に舌を這わせると、愛液を舐め取っていく。

　シャワーも浴びていないのにそんなところを口にされ、芽衣実は募りすぎた羞恥で消えてなくなりたいなんて思ってしまう。

　指で触られるのとはまた違った生温かく柔らかい舌の感触は、突き抜けるような妖しい甘さで芽衣実の腰を痙攣させた。

「んあっ、あっ、んんっ――」

「だめだな。綺麗にしてやろうと思ってるのに、逆効果だ」

　芽衣実のしなやかな脚の間から顔を上げた速水は、意地悪く口角を吊り上げて息を乱す芽衣実を見つめる。

　蠱惑的なその端整な顔を目に、芽衣実は何度も繰り返す快感の波に呑まれていった。






　薄らと開いてきた目は、ぼんやりとオレンジ色の明かりを映す。

　それが徐々に見慣れたベッドサイドのライトだと気付いて、芽衣実の目はぱちっと開いた。

「えっ……!?」

　がばっとベッドから上体を起こす。

　その勢いで頭がツキンと痛み額を押さえる。

（ちょっと待って、私……？）

　今の自分の状況を確認するのが非常に恐ろしい。

　しかしそうも言っていられず、起き上がったベッドを恐る恐る振り返る。

（あれ……いない……？）

　ベッドの上には芽衣実ひとり。

　ぐるりと見回した部屋の中にも人の気配はなく、いつも通り独り暮らしの部屋が広がっていた。

　夢か現実か、昨晩のことを必死に思い出そうとする。

（この部屋のこのベッドで、私、社長と……）

　ひやりとしてハッと自分の姿を見下ろすと、素肌に上下下着を着けた姿だった。

　その可愛らしいレースの下着姿を見た瞬間、昨晩の情事がフラッシュバックしてくる。

　一気に全身の熱が上がり、バクバクと鼓動が高鳴り始めてしまった。

　熱っぽい眼差しと、深くまで求められた大人なキス。

　大きな手は芽衣実の感じる場所を次々と探り当て、優しく丁寧に触れていった。

　あんなに全身を熱くして身悶えたのは生まれて初めての体験だった。

（でも、待って……まさかこれも夢だったり、しない……？）

　そんなに飲んだつもりはなかったけれど、部屋に帰ってきてからの記憶は正直曖昧。

　素敵なホテルのレストランで速水にご馳走になったのは間違いなく現実の出来事だけれど、この部屋に送ってもらってからの出来事はもしかしたら出来過ぎた夢だったのかもしれないなんて芽衣実は思ってしまう。

　この間見てしまった夢とまた同じで、妄想のようなものかも、と……。

　そう疑ってしまうほど、速水は芽衣実にとって雲の上の存在だからだ。

　あの社長が自分の部屋に来ること自体想像できない。

　とりあえずこの格好をなんとかしようと、部屋着を求めてベッドを出ていく。

　部屋の中はいつも通りなんら変わりなく、見慣れたいつも通りのまま。

　でも、そんな中であるものが芽衣実の目に留まる。

　それは、仕事用の机の上にきちんと折り畳まれて置かれてある昨日着ていたブラウスとスカート。

　自分の畳み方ではない上に、まず、こんな風にきれいに畳んだりしない。ハンガーにかけて戻すか、洗濯かごにポイだ。

（社長、が……？　やっぱり、この部屋に来ていたの……？）

　夢と現実の境が曖昧でいた芽衣実に残された、社長が訪れた形跡。

　また無意識のうちに鼓動は早鐘を打っていて、内に溜まった熱が今になってくすぶり始めていた。

















甘いご褒美












　デスクの上には、シャンパンローズカラーのサテン生地。

　考えたデザインを元にパターンを作成し、これからサンプルの製作に入っていく。

　ニューコレクションのプレゼンに向け、芽衣実は朝から取り寄せていた生地に向かって没頭していた。

「野坂、ちょっと休んだら？」

　背後から田之倉に声をかけられ、芽衣実は呼び戻されたようにデスクから顔を上げる。

「今回も気合い入ってるわね。でも、お昼くらい取ってきたら？」

　そう言われて周囲に目を向けると、他のデザイナーの姿は見当たらない。

「もうみんなとっくにお昼に出てるわよ」

「……ほんとだ、もうお昼休みの時間ですね」

　腕時計に目を落とすと、すでにお昼休みが始まって三十分が過ぎている。

　みんながデスクを離れていくのも全く気付かなかった。

「野坂にしては今回は冒険してる生地選んだんじゃない？」

　田之倉は芽衣実のデスクの上に広がるサテン生地を見て、穏やかにふふっと笑う。

　今回はデザインの段階からカラーや生地感のイメージが膨らんでいて、芽衣実の頭の中にはもう完成したものが出来上がっている。

「サンプルの完成、楽しみにしてるわ」

「はい、ありがとうございます」

「ほらほら、とりあえずお昼取ってきなさい。仕事は体が資本よ」

「はーい、行ってきます」

　田之倉に促され、芽衣実は財布を手に席を立つ。

　出かけていく芽衣実に「自分の予定が入ってなければ、三十分多く取ってきていいわよ」と田之倉が声をかけた。






　会社自体のお昼休みは十二時から十三時の一時間。

　部署やその日の業務内容によっては、休み時間の取り方は変わったりもするけれど、芽衣実は来客や外出がない限り、だいたいこの時間にランチを取っている。

　下へと向かうエレベーターをひとり待っていると、真横に誰かが並んで立つ気配に芽衣実は顔を上げる。

　そして見えた顔に思わず「あっ……」と声を漏らしていた。

「お疲れ様」

「お疲れ様、です……」

　芽衣実の鼓動が途端に打ち鳴り始める。

　現れたのは、あの夜ぶりの速水。今日はブラックのスリーピースにグレーのタイを締めていて、相変わらず抜かりが無い。

「休憩か？」

「あ、はい……あの、先日はありがとうございました。ご馳走様でした」

　あの日以来、芽衣実は速水に会うこともなく直接お礼を言う機会がなかった。

　食事のお礼を口にしつつ、その後のことを急に思い出してじわじわと顔面が熱を持ってくる。

　そうこうしているうちに下へと向かうエレベーターが到着して、「来たぞ」と速水に声をかけられた。

「あっ、はい。どうぞ、お先に」

　顔を隠すように俯き加減で速水のあとへと続いて無人のエレベーターへと乗り込む。

　階数ボタンの前に立ち、エレベーターが閉まっていくのを見ていると、扉が閉まると同時に速水の両手が芽衣実の腰に巻き付いた。

「っ!?」

　驚いて顔を上げると、引き寄せるように腰に回った手に力が込められる。

　芽衣実を見下ろす速水は、口元に薄ら微笑を載せていた。

「こちらこそ、この間はご馳走様」

「へっ……!?」

〝ご馳走様〟なんて意味深な言い方をした速水は、更に口角を引き上げる。

　芽衣実の顔の熱は更に上昇して、視線が動揺でゆらゆらと揺れ動いた。

「いえ、あの、その……その節は、大変ご迷惑をお掛けしまして――」

「ああ、まぁ確かに。まさかあの状態から寝に入るとはな」

　そんな言い方をされて、芽衣実の中で曖昧だった部分が確信へと変わる。

（じゃあやっぱり、あの時のことって全部現実で……）

　知り得た事実が更なる追い打ちをかけて、芽衣実はばっと速水の顔から目を逸らした。

「生殺し状態を食らったお詫びは、また後日してもらおうと思ってるから、そのつもりで」

　速水は芽衣実の耳元でそう妖しく囁くと、何事もなかったように腕を解く。

　一階にエレベーターが到着すると「プレゼン、期待してるよ」と言い残し先に開いた扉を出ていった。

　去って行く速水の広い背中を見つめながら、芽衣実はバクバクと打ち付けるように響く鼓動をひとり感じる。

　あの朝、綺麗に畳まれた洋服と共に置き書きが残されているのを発見した。

　【玄関の鍵は外から施錠してポストに入れていく】と達筆な字で書かれてあるそれを見て、間違いなく速水と共に部屋に帰ってきたことが証明された。

　しかし、あの危うい記憶はどこまでが現実なのか……？

　それを確かめる術が芽衣実にはなかったのだ。

　でも、今の速水の言動と態度から、芽衣実の中に残っている記憶はほとんどが夢ではなかったのだろうという確信に至ってしまった。

（お詫びって……何をすればいいの!?）

　気付けば降りそびれたエレベーターの扉は目の前で閉まり、また上の階へと上昇を始めていた。






　ニューコレクションの企画会議から一ヶ月――。

　芽衣実は仕上がったサンプルを手に、ミーティングルームへと向かっていた。

　ちょうど一か月前、決まったコンセプトに、自分にはこの企画に適したものが作れないと意気消沈し落ち込んだ。

　でも、あの日の芽衣実は今はもうどこにもいない。

　むしろ、少し前から今日のこの日を心待ちにしていたくらいだ。

「揃ったわね。じゃあ、次回ニューコレクションのプレゼン、始めます。商品の詳細は各デザイナーからレジュメに沿って――」

　田之倉の声を聞きながら、まとめてきた説明を読み返す。

　部屋の隅で控えるトルソーに着せたランジェリーに熱い視線を注ぎ、芽衣実はふと、速水からの言葉を思い出していた。

『俺と恋愛してみるか？』

　いつか速水に言われた言葉が、芽衣実の中に息衝いている。

　これまで関わることのなかった速水が突然現れ、芽衣実の日常を確かに華やがせた。

　速水にとったら、社員を、デザイナーをその気にさせるためのよくある出来事なのかもしれない。

　でも、芽衣実にとっては自分の中で何かが変わる、確実に変わった、そんな出来事だった。

　もし、この企画で自分のデザインが通ったら、もう一度だけでいいから社長と顔を合わせてお礼を伝えたい。

「じゃ、ラスト、野坂お願い」

　今回のプレゼンに参加したデザイナーは芽衣実を含めた四人。

　全員、コンセプトである〝恋する女子〟を濃く意識したランジェリーを考案してきていた。

「私がデザインしたのはこちら、『ribbonリボン magicマジック』です」

　シャンパンピンクカラーのサテン生地で作り上げた上下セットのランジェリー。

　ブラジャーはカップをつけない大胆なデザインにし、バストをふちどるようにしてアンダーバストのラインと繋いだ。

　バストトップはリボンを結ぶ形で覆い、可愛さの中にも危うさを秘めている。

　同じ生地のショーツはＴバック仕様だが、センターに置いたリボンがウエストラインに大きく広がるようにしてフレアしたデザインを考えた。腰回りが少し覆われることで大胆すぎずチャレンジしやすいセクシーさを目指したのだ。

　その上下セットにおまけでガーターベルトも付けたのだが、それもまた左右に大きなリボンを施し、それが身に着けるとショーツのフレアと重なるように設計されていて、更に腰回りをカバーするようになっている。

　デザインとしてはかなり攻めたものになっているが、不思議と落ち着いた清楚な感じが仕上がっている。

「バスト部のデザインをはじめ、今回はかなり大胆な造りで考えてみました。そんなデザインの中でこだわったのが、生地とこのカラーです。例えばこのデザインでレースやチュールなど透け感のある素材をチョイスしてしまうと、かなりセクシーを強調した仕上がりになったと思います。私はそこを敢えてサテン生地にし、肌色に近いシャンパンピンクを選びました。そうすることで、肌なじみが良く、清楚で落ち着いた雰囲気を出すことができたと思います」

　芽衣実の説明を受け、おのおのがサンプルに目を向ける。

　今までで一番多い質問を受けながら、芽衣実は好感触に心の中でガッツポーズを決めていた。

　デザイン部のプレゼンが全て終了し、四人が作ったサンプルが並べられる。

　販売部や広報の責任者が協議をし、次回新作のデザインが決定するのだ。

「次回ニューコレクションは、総合的に高得点だった野坂さんの『ribbon magic』でいきたいと思います」

　いつか聞きたいと思っていた、プレゼンでデザインが通った時に呼ばれる自分の名前。

　芽衣実は全身がぞわっと総毛立つのを感じながら「ありがとうございます！」と深く頭を下げた。






　ニューコレクションが決定すると、製造ラインとの打ち合わせを皮切りに、広報のプロモーションにも参加。芽衣実は発売に向けて目まぐるしい日々を送っていた。

「芽衣実、届いたって！」

　奈津子が段ボールの箱を手にして、自分の席で朝のメールチェックをしている芽衣実へと近付いてくる。

　工場から今朝の朝一で出来上がった商品を送ると知らされていた。

「ありがとう！」

　奈津子が芽衣実へと段ボールを手渡す。

　芽衣実はメールチェックを中断すると、椅子を立ち上がりその座面に段ボールを置いて梱包を解き始めた。

「早く早く！」

　届けた奈津子は横でワクワクとした様子で芽衣実をせかす。

　後輩のデザイナーたちも「届いたんですか？」と自分の席を立ち集まってきた。

　箱の中には、ビニールで包まれた仕上がったサンプルが入っている。

　初めて商品として仕上がってきた自分が作り出したランジェリーとの対面に、芽衣実は鼓動の高鳴りを感じていた。

「わぁー、可愛い！」

「ほんとだ、すっごいいいですね！」

　ビニールから取り出されたランジェリーに、デザイナー仲間から次々と称賛の声が上がる。

　その中で奈津子はランジェリーを手に取り眺めると、肘で横から芽衣実を小突いた。

「芽衣実にしては攻めたデザインだよね、今回。すっごい可愛いよ！　可愛いとセクシーの融合って感じで。何、心境の変化？」

「へっ!?　な、何それ、心境の変化って……？」

「えー、何かリア充なのかなって、女の勘？　デザインにそれが現れてるって思ってさ。いい恋でも始めたとか」

　奈津子のツッコミに芽衣実はみるみるうちに顔を赤くし、奈津子はそれを見てニヤリと笑う。

　そして「なになに、ちょっと」と、芽衣実に顔を寄せた。

「こりゃあなんかあるっぽいね。近々飲み決定ね」

「え、なっ、何もないってば」

「はいはい、隠しても無駄ですー」

　誤魔化そうとする芽衣実を軽くあしらって、奈津子はデスクを離れていく。

（いい恋、なんて……）

　確かに、速水と関わりも持つようになってからというもの、芽衣実の心境に大きく変化はあった。

　だけど恋だなんて、速水相手におこがましい話だと芽衣実は思ってしまう。

（でも、社長と色々話したおかげで、いろんなことが閃いたのは確かなんだよね……）

　期待してると言ってもらったプレゼンでデザインが通り、こうして商品が出来上がったことは、速水に直接お礼が言いたい。

　そう思った芽衣実は躊躇することなく社長秘書室へと連絡を入れていた。






　速水の秘書へと連絡し、社長と話せる時間がないかと問い合わせたところ、すぐに来て構わないと返答をもらった。

　同じフロアにありながら、一度も訪れたことのない社長室。

　エレベーターホールを出て左手の各部署があるオフィスフロアとは逆の右手フロアに、ミーティングルームや会議室、応接室がある。

　その最奥に、黒く重厚な扉を構えた社長室がある。

　目の前にまで行って途端に緊張に襲われながら、芽衣実は意を決して入り口をノックした。

　すぐに中から速水の秘書が現れ、話が通っているらしく「奥へどうぞ」と社長室へと促される。

　秘書が二枚目の扉を開くと、奥のデスクに掛ける速水の姿があった。

「社長、デザイン部の野坂さんです。お通しします」

　芽衣実が顔を出すと速水は手元のパソコンから顔を上げ、久しぶりに見る端整な顔にいつもの微笑を浮かべた。

「お疲れ。初めてだな、ここに来るのは」

「はい、失礼いたします」

　芽衣実が中に入ると、背後で秘書が「何かありましたらお呼びください」とドアを閉めていった。

　広い社長室は黒を基調として応接セットやデスク周りが統一されている。

　奥の社長が掛けるデスクの向こうは、オフィスフロアと同じで全面に大きなガラス張りとなっていた。

　芽衣実はもう一度「失礼します」と言って速水の掛けるデスクの前へと向かっていく。

　近付く距離に、芽衣実の鼓動は徐々に音を大きく響かせていく。

「お前から会いたいと言ってくるとは、意外だな」

「そっ、その言い方はなんか語弊がっ！」

　速水のからかうような口調に、芽衣実はつい背後を振り返り、秘書が入ってきていないか確認してしまう。

「大丈夫だ。呼ばなければ勝手に入ってきたりはしない。で……話があってわざわざ来たんだろ？」

「あ、はい。あの……」

　本題を促されると、ここに来るまでの緊張がはっきりと蘇ってくる。

　芽衣実はすうっと息を吸い込み口を開いた。

「この間、ご相談に乗っていただきましたニューコレクションの企画……デザインが採用されて、商品化することになりました」

「ああ、聞いたよ」

　芽衣実からの報告を受けた速水は、柔和な笑みを浮かべて芽衣実を見つめる。

　その優し気な表情に芽衣実の鼓動がぴょんと跳ねた。

「良かったな」

「はい……社長の、おかげです。本当に、ありがとうございました」

「俺は何もしていない。日頃、野坂が頑張ってやってきた結果だろ」

　なかなか報われなくて、もう駄目なのかもしれないと弱気になることも多かった。

　頑張っても形にならないもどかしさ。

　それでもがむしゃらにやってきて、その見えない部分をこうして評価してもらえることが物凄く嬉しかった。

「いえ……もったいないお言葉です」

　芽衣実の声が微かに震える。

　感極まって涙が浮かんできそうになり、誤魔化すように顔を俯けた。

「デザイン、見せてもらったよ。なかなか斬新だったな」

「ありがとうございます」

「完成品はもう届く頃か」

「はい、今朝工場の方から届きました」

「そうか。じゃあ、デザインが採用されたお祝いをしなきゃな」

「え……？」

（お祝い……って？）

　速水の言葉に芽衣実は首を傾げる。

　訳の分からない顔をしている芽衣実をフッと笑い、速水は席を立ち上がった。

　芽衣実が立つデスクの前へと回ってくると、対面した芽衣実の腰を自然な動作で抱き寄せる。

　驚く間もなく速水の腕の中に収まってしまった芽衣実は、思わず目を見開いた。

　速水の纏う爽やかでエキゾチックな香りが鼻孔をくすぐり、接近した記憶が鮮やかに蘇る。

「今晩の予定は？」

　上背のある速水が芽衣実の頭に唇を寄せ、内緒話でもするように囁く。

「予定は……特に、何も……」

　急な抱擁と予想もしなかった展開に芽衣実の鼓動は高鳴るばかり。

　心音が速水に伝わっていないか心配になって、胸の前で両手を握った。

「じゃあ今晩、予定開けておいて。出来上がった力作、見せてもらえるか？」

「はい……わかり、ました」

　腕を解く前、耳元で囁かれた「楽しみにしてる」の声が芽衣実の心臓をキュッと鷲掴みにする。

　速水は何事もなかったように席へと戻り、「あとで連絡する」とだけ言って微笑んだ。






　終業時間を回った、午後六時過ぎ――。

　仕事を終えた芽衣実が見たスマートフォンには、この間拾った辺りで待っているというメッセージが入っていた。

　社長を待たせてしまっていると慌てながらも、レストルームに立ち寄って夕方の崩れ気味なメイクを直す。

　エレベーターでビルの一階まで下りると、小走りでビルのエントランスを抜けていった。

　昼間、速水に今晩の約束を取り付けられてからドキドキが止まらない。

　仕事中も何度も『いけない、集中集中！』と自分に突っ込む場面が多くあった。

　メッセージに入っていた通り、速水は前に芽衣実を車に乗せた場所とほぼ同じ場所で芽衣実が来るのを待っていた。

　歩道から車に近付くと、ガラス越しに速水の顔が芽衣実へと向く。

　すーっと窓が下りると、開口一番「お疲れ」と声を掛けられた。

「お疲れ様です。すみません、お待たせして」

「いや、俺も今来たところだ」

　答えながら速水は颯爽と車を降車し、歩道に佇む芽衣実の元へとやって来る。

　背中にそっと手を添えると、エスコートして助手席へと座らせた。

　二度目の速水の高級車に、やはり借りてきた猫状態になる芽衣実。

　芽衣実を乗せた車はすぐに発進し、都心の夜の街を走り抜けていった。

「ここ、ですか……？」

　目的地に到着すると、またエントランス前で車を預け、制服のホテルマンが常在する広いガラス張りの自動ドアを二度抜けていく。

　ダークブラウンカラーの絨毯が敷き詰められたロビーフロアは、身なりの整った多くの人が行き交い、格式高い雰囲気が漂っていた。

　この間とはまた違う、都内で五本の指に入るであろう有名ラグジュアリーホテル。

　踏み込んだだけで緊張を高めてしまう芽衣実とは真逆で、速水は慣れた様子でフロントへと向かっていく。

　その間も腰に手が回されしっかりとエスコートされていて、芽衣実は周囲からの視線にどこを見たらいいのかわからなくなっていた。

　速水はどこにいてもとにかく目立つ。

　容姿端麗、眉目秀麗。それに加えて普通の人にはないカリスマ性を持ち合わせているものだから、どうしたって人目を引くのだ。

　洗練された雰囲気はそう誰でも持っているものではない。

　フロントでカードキーを受け取り、エレベーターホールへと向かう。

　柔らかく足下を受け止める絨毯はずっと続いていて、エレベーターは艶のあるダークブラウンの木調の作りだ。

　ホテル内はこの木調のクラシックな内装で統一されている。どこか英国の迎賓館でも思わせる雰囲気だ。

（お祝いって、レストランとかに行くと思ってたのに、ホテルの部屋を取っているということだよね……？）

　ホテルに車が到着した時、芽衣実はてっきりこの間と同じようにこの中にあるレストランにでも連れて行ってもらうとばかり思っていた。

　それなのに、フロントでカードキーを受け取るということは、今その部屋に向かっているということになる。

（いや、待てよ？　レストランて上層階なのかもしれない。部屋に行くとは限らないよね）

　あれこれ考えを巡らせているうち、エレベーターの扉が静かに開く。

　速水にそっと背を押され降り立ったフロアは、ぽつりぽつりと重厚な木製の扉が並ぶ客室階だった。

　やっぱり部屋に向かっていると確信した途端、このあとの展開にたちまち動悸がしてくる。

　目的の部屋へと着きドアを開錠した速水は、芽衣実を先にドアの向こうへと通す。その部屋の奥に見たものに、芽衣実は足を止めて「わっ……」と声を上げた。

「……こ、これは」

「せっかくだから、ゆっくりふたりだけの空間で食事しようと思ってさ」

　コーナースイートのそのリビングには、テーブルを彩る数々の料理が用意されていた。

　この部屋にふたりが到着する時間をきっちりと見計らって用意されたのだろう。温かい料理からは湯気が立ち上っている。

　彩りのいいオードブル料理から、魚料理に肉料理。焼き立てのパンや、果実をふんだんに使った可愛らしいスイーツまである。

「美味しそう……」

　圧倒されて立ち尽くす芽衣実に、横からシャンパングラスが差し出される。

　振り向くと、速水が極上の微笑を浮かべて芽衣実を見つめていた。

「乾杯しようか」

「あ、はい、ありがとうございます……」

　速水はテーブルの端に置かれたワインクーラーからボトルを取り出しタオルで拭うと、芽衣実に手渡したグラスに綺麗なピンク色のシャンパンを注いでいく。

　自分の分のグラスにも同じものを注き、芽衣実に向き合った。

「じゃ、ニューコレクションの商品化を祝って……乾杯」

「乾杯……」

　グラスを重ねると、カチンといい音が鳴り響いた――。






　それから、仕事の話や他愛もない話をしながら、美味しい食事とお酒をふたりきりで楽しんだ。

　シャンパンを空け、ワインへと移り、食後のデザートをいただく頃にはまたいい気分に酔いが回っていた。

「持ってきたサンプル、見せてくれないか」

　食事も終わりに差し掛かった頃、フルーツを口に運ぶ芽衣実を微笑ましく眺めながら、速水は唐突に切り出した。

　口に運んだフォークをデザートのプレートへと置き、芽衣実は「はい！」と椅子を立ち上がる。

　ソファに置いたバッグに近付くと、持って帰ってきた自分用のサンプルを取り出した。

「こちらに広げますね」

　革張りのクリーム色のソファへと、ランジェリーを並べていく。

　芽衣実の元にやってきた速水は、じっとその様子を見つめていた。

「……こんな感じで」

　商品化となったものの、速水から直接何か意見を聞いたわけではない。

　これまで商品になった数々のランジェリーがあって、その全てが速水にとって完璧なものとも限らない。

　芽衣実のデザインしたこのニューコレクションだって、速水の評価はわからないのだ。

　そう思うと、今更ながら緊張してきてしまう。

　並べたランジェリーを見下ろす速水の一歩後ろへと立ち、芽衣実はどんな言葉を掛けられるか身構えた。

「これが選ばれるのは納得だな。満場一致で、だっただろ？」

　高評価と受け取れる感想に、肩の力がふっと抜ける。

　恐れ多い言葉に芽衣実は「ありがとうございます」と頭を下げた。

「……にしても、今までの慎重で控え目なデザインを手掛けてきたデザイナーが作ったとは思えないものが仕上がったな」

「はい……そうだと、自分でも思ってます」

　実際、デザイナー仲間や上からの評価も〝冒険した〟とか〝一皮むけた〟など、芽衣実がこんなデザインもするんだと驚く者が多かったのは事実。

　でも何より、これを作っている時はとにかく楽しかった。

　イメージがどんどん膨らんで、アイディアが次々と湧いてきて。

　プレゼン用のサンプルを縫製している時だって、早く形にしたくてワクワクしていた。

　そんな気持ちで取り組む中で、芽衣実の心の中には速水の言葉が常に響いていた。

『俺たちに生み出されたものは、誰かの何かを必ず変える。物を作り出すことには、いろんな形の夢がある』

　掛けてもらった言葉に背中を押されたことは間違いない。

「社長の……おかげです。社長にお声を掛けていただいて、私、新しい世界を開拓できたというか……」

　そう言った芽衣実に振り返った速水はフッと笑う。そして、芽衣実へと手を伸ばした。

「それなら……こうやって近付いて、正解だったな？」

　速水の長い指が、芽衣実のほんのり色付いた頬にそっと触れる。

　ぴくっと肩を揺らした芽衣実は、素直に「はい……」と答えていた。

「できれば今日、これを身に着けたところを見てみたい。モデルをしてもらえるか？」

「……へっ!?」

「広報から撮影のスケジュールが流れてきたけど、前回同様スケジュールの調整ができるか難しいらしくてな」

　なんてことないように「だから、今日見たいんだ」と速水は言う。

　その口調は仕事の話をしている時と何ら変わらず、冗談を言っているようにはまるで見れない。

　途端に動揺してしまったのは芽衣実だけで、速水はソファへと向き直り広げたランジェリーを手に取った。

「あの、ですが社長、私がそれを身に着けるとなると、その、あまり参考には……いや、あまりというか全然参考にならないので――」

「そんなことはない。この間も言っただろ、こういう甘いデザインが似合うと」

　そう言われて、この間の夢か現かな夜の出来事が鮮明に蘇る。

　やっぱり、あの夜の記憶は全部本物だったのだと証明されているようで、芽衣実は頬を赤らめた。

「ですが、私がなんて、そんな披露できるものでは……」

「じゃあわかった。社長命令だと言えば素直に聞くか？」

「えっ!?」

　困り果てる芽衣実に、速水は芽衣実が断れないであろう〝社長命令〟だなんて言い方をして話をまとめようとする。

　案の定、芽衣実にそれ以上断る方法はなく、にこりと微笑む速水から自分がデザインしたランジェリーを受け取った。






『甘いデザインが似合う』

　あの夜そう速水に言われた記憶は芽衣実の頭の片隅にずっとあって、デザインを考える時間に自然と働いていたことを芽衣実は自覚していない。

　甘い淫らな戯れは芽衣実の眠っていた女の部分を呼び覚ました。

　リビングルームと仕切られている客室の奥で、芽衣実は広いベッドに着ているワンピースを落とす。

　ちらりと速水が待つリビングへと視線を配り、おずおずと身に着けている下着を取り去った。

　自分でデザインし、こうして形になったランジェリーを自ら身に着ける。

　芽衣実にとってはそれだけでも未知の世界なのに、それを人に……男性に披露するなんてことが信じられない。

　ワンピースの横に広げた、リボンが可愛らしいブラジャーを手に取る。

　自分でデザインしておいて思うのもおかしな話だが、ずいぶんと冒険したデザインのランジェリーだと思わずにはいられなかった。

（着けられたけど、鏡が……）

　ベッドの周辺に姿見などはなく、ランジェリーを身に着けた自分の姿が確認できない。

　この姿でいきなり出て行くわけにもいかず、東京の夜景を見下ろす広いガラス窓に自分の姿を映してみる。

　指紋ひとつなく磨かれたガラスに映り込んだ自分のランジェリー姿。

　こんな甘く危なっかしい自分は今まで出会ったことがなく、ひとりでに鼓動が高鳴っていく。

　ブラジャーのリボンを整え、バストトップがリボンでちゃんと隠れているか見直す。

　そんなことに集中していた芽衣実の視界に、後ろから腰回りに巻き付いてきた速水のシャツの腕が飛び込んできた。

　驚いて顔を上げて見えた正面のガラスには、背後から自分を抱き締める速水の姿。

　ガラス越しに目が合って、芽衣実の鼓動がバクッと大きな音を立てた。

「しゃ、社長、いつの間に……」

「そろそろ、いい頃かと思って」

　髪のかかる芽衣実の耳元へと唇を近付け、速水は静かに囁く。

　心の準備もできないまま姿を見せることになり、芽衣実は息苦しいほど鼓動を高鳴らせた。

「あの、やっぱり恥ずかしいです……」

　眼下に見える自分の大胆なランジェリー姿と、回された速水の腕。

　体の熱が上がっていくのを感じていると、速水の腕が一瞬離れ、芽衣実の身体はくるりと反転させられた。

　対面すると、速水は芽衣実から手を離し、一歩二歩と後退する。

　腕を組み、結んだ右手を口元に置くと、じっと射抜くような目で芽衣実の姿を見つめた。

　この姿だけでなく、自分の心境まで見透かされているような気がして、芽衣実は真っ赤な顔で視線を床へと落とす。

　耐え切れなくなって、隠すように自分の身体を両手で抱き締めた。

「ごめんなさい、私、もう――」

「思った通り……いや、思った以上だ」

「わっ、しゃっ、社長!?」

　突然、芽衣実の身体は宙に浮き、声を上げた時には横抱きにされていた。

　速水はお姫様抱っこですぐそばのベッドへと芽衣実を運ぶと、しわひとつないシーツの上に横たわらせた。

「リボンというモチーフの可愛らしさと、肌色に近いサテン生地という落ち着いた素材選び……それに掛け合わせた大胆なデザイン……絶妙なバランスがなんとも言えなくそそる」

　ベッドサイドから芽衣実のを見下ろし、速水はその姿をじっくりと堪能する。

　すぐに片手を横たわる芽衣実のそばにつくと、もう片方の手がブラジャーの肩紐へと掛かった。

　生地を確かめるように触れながら、その指はカップのリボンへ到達する。

　それだけで芽衣実の身体はぴくっと震え、速水はくすっと笑みをこぼした。

「どうした、これだけでもう感じてきたか」

「ちっ、違います！　そんなことっ」

　口だけは否定するものの、速水の手がリボンを縁取っていくだけで体温は上がっていく。

　リボンの結び目の下には、際どい状態で色付く胸の先端が隠されている。

　少しリボンをずらせばそこは露わになってしまい、芽衣実はこの羞恥な状況に咄嗟に両手で胸のリボンを隠すように覆っていた。

「どうして隠す？　まだ商品をしっかり見れてない」

「えっ、でも」

〝商品〟なんて言い方をされてしまうと、芽衣実から抵抗する気持ちは吸い取られていく。

　本格的に速水がベッドに乗ってきて、胸元を隠した芽衣実の手をやんわりと取り除く。

　すでに真っ赤に頬を染め上げた芽衣実を見下ろし、速水は躊躇なく戸惑う唇に口付けを落とした。

「っ……!?」

　リップ音を響かせすぐに離れた唇は、意地悪く口角を吊り上げる。

「こうした方が、素直になるかと思って」

　意地悪くキスの理由を口にした速水に、芽衣実は首元まで赤く染めて息を呑んだ。

「か、からかわないでください！　私、こういうこと――」

「からかってなんかない。お前が可愛いから触れたいし、もっといろんな顔を見たいと思う。いけないことか？」

「そっ、それは……」

　そんな言い方ずるいと、芽衣実は心の中で密かに思う。

　心を乱されて、それ以上何も言えなくなってしまう……と。

　うるうると瞳を潤ませる芽衣実へと、速水の端整な顔が再び近付く。

　近距離まで迫って目を合わせると、速水はうっすらと笑みを浮かべ、再び芽衣実の唇を甘く奪った。

　そっと触れ合い、次第に角度を変えながら深まる口付け。

　上唇と下唇を軽く吸うようにされていくと、芽衣実の結んでいた唇がわずかに開いてくる。

　それは計算尽くだったように、速水の舌が芽衣実の口内へと侵入していった。

「ふっ、んっ……」

　蹂躙する舌はすぐに芽衣実の舌を搦め取り、クチュクチュと水音を立て始める。

　下手なりに濃厚なキスに応じていると、唇を離した速水が芽衣実のこめかみから髪に指を差し込んだ。

「舌、出して」

「えっ……」

「舌を――」

　濡れた唇から舌を出して見せる速水を目に、芽衣実は催眠術にでもかかったようにそっと小さな舌を覗かせる。

「いい子だ」

　速水は恥じらいながら出した芽衣実の舌先をちゅるっと吸い、また官能を揺さぶる深い口付けを落としていった。

　唇を重ねながら、速水の温かい手が芽衣実の柔らかい肌を撫でていく。

　肩から二の腕を伝い胸の膨らみに触れると、そこに留まりやんわりと指が動き始める。

　キスから解放された芽衣実の口からは、甘い吐息が自然と漏れ始めた。

「っ、ふっ、んっ……」

　いつの間にか速水が芽衣実に跨るような体勢で、サテン地のリボンに覆われるふたつの膨らみを両手で揉んでいる。

　眼下で形を変える自分の胸を見て、芽衣実は恥ずかしさに唇をきゅっと結んだ。

「しかしこのデザイン……こうやって触ってると、すぐ大事な部分がちらちら見えて扇情的だな」

「へっ……！」

　わざと激しく揉みしだき、隠されているピンク色の部分を覗かせる。

「いやっ、やっ」

　羞恥に声を上げるものの、リボンの下から出されてしまった敏感な先端を指で弾かれ、芽衣実の身体がビクッと震えた。

　それを合図に、両胸の乳首を小刻みに指で振動させられる。

「っ、あっ、やんっ、あぁ――」

「この間より硬くなってくるのが早いな。これを身に着けて、すでに興奮していたせいか？」

「ちがっ、違い、ますっ」

　口では否定したものの、実際は速水の指摘は当たっている部分があった。

　こんな冒険したランジェリーは芽衣実にとって初体験。

　オープンブラも、Ｔバックのショーツも、ガーターベルトだって初めて身に着けたのだ。

　初めてのセクシーランジェリーに少なからず〝そういう気分〟にさせられてしまったのは間違いない。

　素直にならない芽衣実をフッと笑い、速水の唇がすでに張り詰めたピンク色の先端へと近付く。

「ひゃんっ」

　予告なしに乳暈ごと口腔内へと迎え入れ、舌先で乳頭をコロコロと転がし始めた。

「ッ、やっ……だめっ、だめで、すっ――」

　嬲られている部分から、快感が体中に広がっていくような感覚に芽衣実は震える。

　唇に食まれていない方の先端は指で捏ねられ、時折摘ままれ、同じように刺激を与えられ続けた。

　そんな最中にも、空いている方の速水の手が芽衣実の脇腹を撫で下降していく。

　ガーターベルトを通り過ぎ、ショーツへと到達すると、太腿を撫でて脚の間へと潜り込んだ。

「まだ触ってないのに、すでに湿ってる」

「やんっ」

　ショーツの上からつぅーっと秘裂をなぞられ、びくりと腰が跳ね上がる。

　芽衣実の意識が下半身に向いたところでまた乳頭に吸い付かれ、芽衣実は「ああっ」と声を上げた。

「だめっ、そんな、両方っ……んっ」

　自由な手で自分の口を覆い、次々と出てきてしまう嬌声を封じ込める。

　しかし、その手は速水によって即座に取り除かれた。

「どうして声を抑える」

「だっ、だって、こんな、恥ずかしいの――」

「我慢する必要ない。ここなら誰にも聞かれることもないし、その声に俺も欲情する」

　そんな風に言われてしまうと余計に声を聞かれることが恥ずかしいと感じて、芽衣実は口を噤んで必死に声を出さないように尽力する。

　芽衣実の我慢する顔を目にした速水には、案の定意地悪心が芽生え、ショーツの脇から直に秘裂へと指を滑らせた。

「あぁっ」

　びくんと、また敏感に芽衣実の腰が跳ねる。

　ショーツの上からも潤っていることがわかっていたその秘密の場所は、すでに襞を濡らしてぬるぬるとしていた。

　ショーツをよけて、速水の中指がなぞるように蜜口に触れる。

「すごい……こんなに濡れるとは」

　溢れてくる蜜を纏って撫でているうちに、その指先がツプリと中へと引き込まれていく。

「っ、んあっ、やっ、だめ――」

　粘膜が押し広げられる感覚と、何とも言えない圧迫感。

　芽衣実の中へと入ってきた速水の長い指が、ゆらゆらと緩やかに動き始める。

「やっ、やぁ、あっ」






　次第に感じたことのない愉悦が広がり、はじめに感じた異物感のような感覚はもうほとんどなくなっていた。

　中の襞を擦るように出し入れを何度も繰り返すと、蜜口からはクチュクチュと水っぽい音が聞こえ始める。

「いいみたいだな」

「んっ、そんな、ことっ――」

「今、俺の指を二本飲み込んでる」

　いつの間にか一本だった指はもう一本増やされ、中指と薬指が芽衣実の中をかき回していた。

　しとどに濡れた蜜道は快感を覚えはじめ、圧迫感そのものを感じないほどに濡れている。。

　すっかり下肢の力が抜けてしまった芽衣実の両脚を広げさせた速水は、再びその中心に指を埋め込む。

　それだけでびくんと身体を震わせた芽衣実に追い打ちをかけるように、ぷっくりと主張する秘芽を唇で食んだ。

「ひゃっん――」

　蜜路がきゅっと締まり、腰を震わせた芽衣実の様子に速水は顔を上げる。

「イッたか」

「っ……っ、そん、な、わから、な――」

　意思に反して腰ががくがくと震え、きつく瞑った目の裏が一瞬白く閃光したように見えた。

　芽衣実にはこんな体験初めてで、それが絶頂に達してしまったなんてわかるはずもない。

　気を良くした速水は、舌で溢れ続ける愛液を舐め取り、ぺちゃぺちゃと淫音をわざと立てる。

　どこにいても人目を引き、絶対的なカリスマ性で憧れの的の速水が、自分の秘密の場所を舐め回している。

　その状況だけでも、芽衣実の愛液は溢れ出してきてしまう。

　何より、憧れていた人にこんな風に触れられて、心ごと快感に震えていることは確かだった。

　波のように何度も繰り返す快感に飲まれ、呼吸を乱して朦朧としていると、蕩けきった芽衣実の顔を覗き込むように速水が覆いかぶさってくる。

「芽衣実……今日はお前が欲しい」

　ネクタイの結び目を掴むようにして引っ張り解くと、ベストを脱ぎ、シャツのボタンを早急に外していく。

　その下に露わになった、鍛えられた逞しい身体に、芽衣実の鼓動は新たに音を立て始めた。

　無駄な肉のそぎ落とされた、筋肉質な身体。いつも見ていたスマートなスーツの姿では、こんな風にシックスパックができた腹筋の持ち主だなんて想像もできなかった。

「社長……私、あの」

「……？　これ以上どうしても進めないというなら、無理やりするつもりはない。お前の同意なしに――」

「違うんです！」

　速水の言葉を遮り、芽衣実は声を上げる。

　この先に進むことに、芽衣実に拒否の気持ちはない。

　それは、ずっと憧れていた速水に、直接接するようになってから、いつの間にか想いを寄せていたことを自分自身でも薄々勘付いていたからだ。

　速水の気持ちが自分にないことは重々承知。

　だけど今、この瞬間だけでも、彼が自分を求めてくれているならそれに応えたいと芽衣実は思っていた。

「私……この先の、経験がなくて……それでも、いいのでしたら……」

　正直に伝えてから、芽衣実は瞬間失敗したと自分の発言を悔いる。

　処女だなんて知ったら、面倒臭いと思われてしまうかもしれない。

　伝える必要のない情報だったかもしれないと思っていた矢先、速水の美しい顔が近付き柔らかく唇を奪われた。

「大事にする」

　離した唇が振動しそうな近さでそう囁かれて、近距離でふたりは見つめ合う。

　どこからともなく正方形のパッケージを取り出した速水の手元を見て、芽衣実は思わず顔を逸らしていた。

「芽衣実」

　耳元で囁かれて、それだけでぞくりと鳥肌が立つ。

　耳たぶを甘噛みされ、首筋を唇が這い、胸元へと舌がなぞっていく。

　乳暈をくるりと舐めて先端を吸い上げられると、芽衣実は腰をシーツから浮かせて速水の頭を掻き抱いた。

「社長、あっん、っ、んっ――」

　左右の乳頭を交互に口に含み、口腔内で愛撫する。

　自分へと押し付けるように速水の頭を抱き締める芽衣実の行動に、もっとしてほしいという甘いおねだりを感じる。

　速水はそれを黙って察し、執拗に芽衣実のピンク色の実を舌で弄んだ。

「これだけ濡れていれば痛みは少ないと思うが、辛かったら我慢はするな」

　いよいよその時がきたのかと、芽衣実は乱れる呼吸で息を呑む。

「はい……」

　返事をしたのとほぼ同時、これまでにはないきつく押し広げるような強い圧迫感に蜜口が慄いた。

　ショーツを退けた状態のまま、彼の熱い欲望が芽衣実の奥へと侵入してくる。

「っ、んっ……あぁっ」

　指を入れられている時とは全く違う存在感。

　みちみちと、まるで裂けてしまいそうな気がして怖くなる。

（こんな大きいの、本当に入るの……？）

　そんな不安が募り始めた時、半開きになっていた芽衣実の唇に深い口付けが落とされた。

　貪るように舌を吸い出され、芽衣実の意識は一気に激しいキスへと持っていかれる。

「ふっ、ん、っ……」

　唾液を交換するような激しい口付けに翻弄されているうちに、速水の滾るものが奥へ奥へと内壁を広げていく。

「大丈夫か？」

「っ、んっ、は、い……あんっ」

　キスから芽衣実を解放したその唇は、乳暈へとしゃぶりつく。

　乳頭を巧みに刺激されることで、芽衣実の下腹部はきゅんと震え、また新たな愛液を溢れさせる。

　欲望のままに強引に芽衣実の奥へ突き進むようなことはせず、引いては押しと緩やかに腰を進めながら速水は汗ばむ首筋に甘く噛み付いた。

「はぁんっ、やっ――」

　速水の纏うエキゾチックな香りを最高に近い距離で感じながら、芽衣実は汗ばんだ逞しい背にぎゅっとしがみ付いた。

（これで、全部……？）

　ふたりの身体がぴったりと隙間なくくっついたような感覚に、芽衣実は無意識に瞑ってしまっていた目をそっと開く。

　本当に裂けてしまったような痛みに蜜口がジンジンとしている。

　でも、聞いたことのあるような、途中でそれ以上できなくなってしまうなんていう痛みはなく、芽衣実は内心ホッとしていた。

（処女じゃ、なくなった、ってことだよね……？）

「辛くないか」

　初めての強烈な体験に呆然としていた芽衣実の耳元で速水が問いかける。

「はい……大丈夫です」

　答えたと同時、速水は上体を起こし、芽衣実の脚を折りたたんだ。

「やっ……」

　芽衣実からはよくわからないが、そんな風にされると繋がった部分が速水には丸見えになっているはず。

　案の定、確かめるように視線を落とした速水が口角を上げて笑みを浮かべ、芽衣実は今更羞恥で身体の熱を上げた。

「すごい……初めてなのに俺を全部呑み込んでる」

「やっ、やめてください、そんな言い方……！」

「っ、と……あんまり締めないでくれ」

「へっ!?」

　芽衣実の柔襞が中で速水を締め付ける。

　もちろん芽衣実に自覚はないが、速水の艶っぽい姿や言動に勝手に身体が反応してしまっているのだ。

　再び芽衣実へと倒れてきた速水は、押し当てるように唇を奪う。

　今日何度目かもわからない口付けに、芽衣実も自分から舌を出して応えていた。

　唇を重ねながら、最奥で留まっていた熱杭が動き始める。

　入口に向かってゆるゆると出て行ったかと思えば、また蜜路を奥へと進んでいく。

　始めこそその動きにぴりぴりとした痛みを感じていたものの、何度も繰り返されるうちにそれも薄れていった。

「っ……んっ、あっ……」

「……良くなってきたか？」

「っ、あっ……わからっ、ないけど……はいっ、た、ぶん――」

　初体験の芽衣実にとって、これが良くなってきたのかはわからない。

　でも、少し前とは明らかに違う甘い熱が腰回りから放たれていくのを感じている。

　芽衣実の様子を窺いながら、それが痛みと圧迫感だけではなくなってきたと感じ取った速水は、芽衣実を腕に抱き小刻みに腰を振るっていった。

「あぁっ……やん、あっ――」

　溢れる蜜がかき出され、ぐちゅぐちゅと音を響かせながらふたりの繋がる部分を濡らしていく。

　次第に抽送の振り幅を大きくして奥を攻め立てられ、芽衣実は必死に腕を回す速水の背にしがみ付いた。

「あっ、あんっ、やっ、だめぇ、ああぁぁぁ――」

　びくんと体が痙攣するように跳ね、腰ががくがくと震える。

　最奥まで幾度も貫いた速水は、抱き締める芽衣実をそのままそっと抱き起こした。

「社長っ、もうっ、私……」

　どこかに飛ばされてしまいそう。芽衣実は本気でそう思った。

　自分の身体なのに、知らない感覚。それが怖くもある。

　ベッドに座った速水の太腿の上に対面して座らされるような体勢にさせられ、芽衣実は自分の体重でより深くまで繋がった状態に乱れた息を吐き出す。

「そんな蕩けた顔して……お前は更に煽るのか」

「ちがっ、そんな、こと……ああぁっ」

　下からの揺さぶりを再開すると、速水は目の前にきた芽衣実のランジェリーに片手を掛ける。

　これまでの行為でずれて乱れてしまった胸元のリボンを直し、その隙間からすっかり勃ち上がった乳頭を指先で愛撫した。

　しっかりと腰を抱かれて身体を揺すられながら、胸の先にはまた別の刺激を与えられる。

　繰り返される快感に嬌声を上げ続ける芽衣実の腰を、速水は両手でしっかりと掴む。

　更なる速さで突き上げながら、舌を出して芽衣実の乳暈を舐め回した。

「だめっ、です……もうっ、あっ、私っ……社長……？」

　再度そう訴えた時には、速水はベッドの上で抱っこしていた芽衣実を抱いたまま立ち上がり、どういうわけかさっき芽衣実が姿を確認していたガラス窓へと近付いていく。

　眩い夜景を見せるように芽衣実を立たせると、速水は背後から芽衣実の腰を自分へと引き寄せた。

　もう濡れ過ぎというほど芽衣実の太腿にまで垂れている愛液のおかげで、速水の熱は簡単に呑みこまれていく。

「はっぁ……あっ、あぁっ、しゃ、ちょぉ――」

　すっかり速水の形に馴染んできた芽衣実の蜜路が、彼の侵入を大歓迎で熱く包み込む。

　甘い蜜で潤った柔襞が絡みついて、ガラスに映り込んだ速水の表情が快感に微かに歪んだ。

「っ……やばい、身体の相性がかなりいいようだ」

　指紋ひとつなかったガラスに芽衣実の両手をつかせ、後背位で抽送を再開する。

　芽衣実からはすぐに甘ったるい声が次々と漏れ始めて、また膣できゅっと速水を抱き込んだ。

「ほら……前を見てみろ」

　背後から耳元に囁かれて、芽衣実は潤む目でガラス窓の先に焦点を合わせる。

　見下ろす先には数えきれないほどの明かりが灯り、この東京の夜景を作り出している。

　ここまで高ければこの姿は人に見えないとわかりながらも、芽衣実は「恥ずかしいです」と口にする。

　速水の左手がブラジャーのリボンの脇から敏感な先端を捕え、右手はショーツの上から柔毛を撫でて奥へと進む。

　後ろからはＴバックのショーツを除けて挿入されていて、速水は芽衣実の敏感な部分を全て制覇していた。
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「実に扇情的だな……見てみろ、自分のこの蕩けきった顔を」

「やっ……だめ、です……」

「だめなんて言いながら、お前の中は俺を離そうとしないぞ」

　卑猥な言葉を囁かれて、また中を締め付けてしまう。

　速水はリズミカルに腰を穿ちながら、乳頭と秘芽への愛撫を器用に繰り返した。

「っ、はっん、あぁ、もうっ、だめっ、だめぇぇっ――」

　また突き抜けるような快感が迫ってきて、芽衣実は高い声を上げる。

　これまでにない激しさで腰を打ち付けられて、芽衣実は立っていられず足下から崩れ落ちそうになった。

　芽衣実が絶頂を迎えたと同時、速水も同じように芽衣実の膣内で達する。

　すかさず速水の逞しい腕が芽衣実を抱え、そのまま再びベッドへと揃って倒れ込んだ。

　解放された芽衣実の体は、ベッドの上でびくり、びくりと勝手に痙攣を繰り返し跳ね上がる。

　全身が燃え尽きたように熱く、しばらく目を開けることもできなかった。

　額の汗を手の甲で押さえた時、唇にちゅっと軽い口付けが落ちてくる。

　薄らと目と開けると、覗き込むようにして速水が微笑を浮かべていた。

　普段、会社では絶対に見ることのできない完全プライベートな姿。

　激しい性交でいつもきちんとセットされてある艶のある黒髪を汗で濡らし、上気した逞しい身体はたまらなく色っぽい。

　これだけでも芽衣実の秘密の場所は潤ってきてしまう。

「すまない……初めてなのに、無理をさせたな」

「……いえ、大丈夫です」

　まだ心拍と呼吸は乱れている。

　それでも精一杯の微笑を浮かべ、芽衣実は火照る顔で速水をじっと見つめた。

　速水の手が、微笑む芽衣実の頬へとそっと触れる。

　優しく撫でると、その手は芽衣実を抱き寄せ熱い体が触れ合った。

　程なくして、速水はもう何度目かわからない口付けを落とした。










　隙間なく重ねた唇から熱い舌を出し、芽衣実の口腔内を蹂躙する。

　再び覆いかぶさってきた速水の雄茎はすでにきつく勃ち上がっていて、芽衣実の太腿にその存在を知らせていた。

「社長？　あのっ……」

「初めての痛い記憶だけ残すのは良くない。気持ちいいということを体に教え込まないと、次が怖くなるだろう？」

「えっ、ちょっと待ってください、私っ――」

　悪戯に口角を上げた速水は、その右手を芽衣実の秘処へと潜らせる。

　一度、彼を受け入れた蜜口はまだ十分とろとろで、入口に指が触れただけで疼くようにひくつく。

　そして簡単に蜜路へと導くと、悦んで柔襞を蠢かせた。

「やっ、あっ……あっ、あぁっ――」

　さっきの交わりで溢れた愛液をかき出すように、速水の指が膣なかを擦っていく。

　今少し前まで逞しいもので揺さぶられていたそこは、初めてだったせいか腫れぼったいような、ぽってりとした感じがしている。

　そんな状態なのに、速水は容赦なく二つ目のパッケージの封を切った。

「うそ……やっ、もう無理――あぁっ！」

　あんなに濃厚な性交後すぐに、また貫かれてしまうなんて更なる激痛が襲ってくるに違いない。

　そう瞬時に覚悟した芽衣実だったが、その心配はまるで皆無だった。

　それどころか、さっきよりも下半身に広がる快感が初めから強烈で甘い声が止められなくなってしまう。

「あぁっ、あっ、ああぁっ、あんっ――」

「そう……もっと感じて、いい声を聞かせるんだ。また俺を欲しくなるように、よく身体に教え込んでおく」

　抽送は緩めず一定のリズムを刻みながら、速水は妖しく芽衣実の耳元に囁く。

　めくるめく快楽の波が何度も押し寄せる中で、芽衣実はかろうじてあった意識を手放していった。






　もぞもぞと寝返りをうつと、ひやりと冷たいシーツの感触が直に素肌に触れて、芽衣実は薄らと目を開いていく。

（ん……？）

　薄目を開けると、目前に綺麗な寝顔。

　そこで昨晩のことを一気に思い出して、芽衣実は寝起きの頭を一気に沸騰させた。

（私、社長と……。社長、帰らなかったんだ……）

　もし眠ってしまったら、目覚めたらきっとひとりなんだろうと思っていた。

　忙しい社長がこうして自分と朝を迎えていることに芽衣実は驚きを隠せない。

（それにしても、ほんと美しい顔……）

　目の前で瞳を閉じ、安らかな寝顔を見せている速水をじっと見つめ、芽衣実はしみじみとそんなことを思う。

　普段、緊張してあまり間近でじっくり観察するようなことはできないから、こんな風に見ることができるのは貴重だ。

（あんなきりっとしてる目元なのに、まつげは長いんだな……なんか寝てる顔は癒し系かもしれない）

　シーツの下からそっと手を出して、伏せられた目元に指を近付ける。

　そんな時、その目がぱちりと開いて芽衣実の指を捕まえた。

「ぅわっ」

「おはよう」

　目を開いた速水は、今目覚めたとは思えないすっきりとした顔付きで、驚いた芽衣実を見つめる。

「おはよう、ございます……起きてたんですか？」

「ああ、少し前に。お前が起きそうだったから、寝たふりしてたとこ」

　そうとも知らずに騙されて、こっそり顔に触れようとしたところを見つかってしまうなんて、芽衣実としてはばつが悪い。

　もぞもぞと俯き「すみません」と謝ると、速水の腕が芽衣実の胴に巻き付いた。

「なんで謝るんだ。見たければじっくり見ればいい」

「え、いや、そんなこと……」

　そんな風に言われてしまうと、普段より余計緊張してしまう。

　芽衣実自身も寝起きだという恥ずかしさがあって、目を合わせられずやっぱり俯いてしまう。

　そんな初々しい反応を見せる芽衣実を、速水は自分の胸へと抱き寄せた。

「数時間前まで何度も抱かれてたくせに、今更何を恥ずかしそうにしてるんだ」

「そっ、それとこれとは訳が違いますから！」

　包み隠さず平気で昨晩の情事を口にされて、芽衣実は動揺から声のボリュームを上げてしまう。

　速水はなだめるように抱き締めた芽衣実の髪を撫で、指を通して梳いていった。

「社長……お忙しいのに、私なんかと一緒にいて大丈夫なんですか？　お時間とか」

　いつの間にか、光を遮るようにカーテンが閉められている広いガラス窓からは、明るい光が入り込んでいる。

　薄暗くはないから、早朝とはいえない時間を迎えているのだろう。

　芽衣実にそんな心配そされた速水は、くすりと笑って抱き寄せた腕を解く。

　上体を起こすと、横になったままの芽衣実に振り返った。

「〝私なんか〟ってなんだ、〝なんか〟って。ずいぶんと他人行儀な言い方だな」

「えっ、いや、そういう、つもりではなくて……」

　芽衣実は困った声で否定する。

　社員である自分の身分と、会社社長という速水とでは一緒にいることすら恐れ多いという意味だったのだ。

　それがどうも速水には伝わっていない様子で、どこか不満そうな顔を見せている。

「じゃあどういうつもりだ？」

「それは……社長は、みんなの憧れる存在なので……私なんかがこんな時間をたくさんもらうにはという意味――」

　芽衣実の言葉を、速水の押し付けるようにして重なってきた唇が止めさせる。

　ちゅっとリップ音を立ててすぐに離れると、速水は芽衣実の瞳を覗き込んだ。

「俺が一緒にいたいと思ったんだから、それでよくないか？」

「え……」

「わかったら、余計なことは考えるな」

　あっさりと簡単に話を締めくくって、速水は芽衣実を突然抱き起こす。

　一瞬、何も身に着けていない状態の自分に「あっ」と驚いた声を上げてしまったけれど、芽衣実を抱いた速水は何も気にすることなくバスルームへと芽衣実を連れ去っていった。

















衝撃のスクープ記事












　ニューコレクションの製造ラインも本格的に稼働し始めた頃、本社広報ではプロモーション活動も本格的なスケジュールへと突入していた。

　都内某スタジオ――。

　今日は、芽衣実の手掛けたニューコレクションの広告媒体撮影日。

　社内からは、広報からの担当者とデザイナーの芽衣実。他にはいつもお世話になっている広告代理店の担当者も集まっている。

「千川さん、もう少しで入りまーす」

　スタジオにかかったスタッフの声に、現場がピンと張り詰めた空気を発する。

　壁沿いの脇に立って待機していると、横に並んだ広報の亀山が芽衣実に顔を寄せた。

「ね、今日って社長はここには来るのかしら？」

　亀山の問いかけに、芽衣実は不自然にばっと顔を上げる。

　急に速水のことを問われて、つい動揺を露わにしてしまった。

「えっ、と……私は、特には聞いてないですが……」

　速水が撮影に顔を出しに来るかどうかは、芽衣実は特に聞いていない。

　この間は、撮影に顔を出せるかスケジュールの調整が難しいかもしれないとは言っていた。

　答えると、亀山は「ふう」とおもむろに溜め息をついた。

「そう……出来れば少し顔を出してくださると撮影もスムーズなんだけどね」

「スムーズ、ですか……？」

「聞いてるでしょ？　千川エレナのこと。うちの社長目当てみたいで、前回の撮影は社長が来ないことが不満で大変だったのよ」

　奈津子がそんなことを言っていたことを思い出す。

　それを聞いて、速水と千川エレナがデキているのではないかと思ってしまったくらいだ。

「あの子もプロなんだから、仕事にそういう個人的感情を持ち込まないでほしいわよね。社長とはプライベートで勝手にどうぞって感じ」

　亀山の話を聞いていると、やっぱり速水と千川エレナが特別な関係なのではないかと思ってきてしまう。

　そんな思いから口を開いた。

「あの、じゃあやっぱり、社長と千川エレナって……？」

「そうなんじゃない？　そのうち週刊誌でも賑わすかもねー？」

　そんな話をしていると「よろしくお願いしまーす」というスタッフの声と共に、タオル地のローブを羽織った千川エレナが付き添いのスタッフたちと共にスタジオ入りしてくる。

　初めて生で見る千川エレナの透明感に圧倒され、芽衣実はその姿から目が離せなくなった。

　絹のような艶を持つ栗色の髪は緩く巻かれ、メイクはナチュラルでも顔立ちははっきりと美しい。

　スタジオに入ってきた瞬間から場の雰囲気が華やいだのは言うまでもなかった。

　カメラマンなどの指示を聞きながら、用意されたセットへと入っていく。

　今回の撮影は明るく爽やかな朝のワンシーンを設定としていて、セットの部屋は白を基調とした上品で可愛らしい雰囲気だ。

　ローブを脱いだ千川エレナが、レースがふんだんに使われたシーツが掛かるセットのベッドへと上がっていく。

　彼女のランジェリー姿を目にして、芽衣実は惹きつけられるように釘付けになった。

　自分とは比べものにならない美しさとセクシーさ。

　いやむしろ、初めから比べてはいけない、土俵がまず違うものだった。

　腕や脚は健康的に細く、ウエストはきゅっと締まり、それなのにバストは豊か。

　まさに、出るとこは出て締まるところは締まっているのだ。

　自分が男なら絶対に堪らないだろうと、芽衣実は息を呑む。

　やがて撮影が始まり、芽衣実は千川エレナの姿からしばらく目が離せないでいた。

「お疲れ様です！」

　そんな中、横で亀山のしゃきっとした声が聞こえて我に返る。

「お疲れ様」

　振り向くと、そこに現れたのは速水で、芽衣実は慌てて頭を下げた。

「お疲れ様です！」

　突然の速水の登場で芽衣実の心拍は乱れを生じる。

　ドキ、ドキ、と音が全身に響き始めた。

「社長、今日は調整いただけたのですね」

　にこやかな亀山に、速水は撮影中のセットを眺めながら「ああ」と短く返事をした。

「前回はどうしても来られなかったからね。それに、今回は野坂デザイナー初のコレクションだから、滞りなく撮影も進むように」

　そう言った速水が芽衣実へと柔和な笑みを送る。

　その優し気な表情に心臓がどきんと鳴り、芽衣実は誤魔化すようにぺこりと頭を下げた。

「お忙しい中、ありがとうございます」

　お祝いをしてもらい、初めてを捧げてしまったあの日から、早二週間近くが経つ。

　あれ以降、芽衣実がこうして直接速水と顔を合わせることはなく、あっという間に十日以上が経過していた。

　その間、何度かメッセージアプリでのやり取りはあった。

　速水の方から仕事の進捗はどうかという質問を個人的にしてもらったり、その流れで他愛ない話をしたりもした。

　その中で、速水が出張でニューヨークの方に行くことを知った。

　渡米してからはやり取りも途絶えていて、いつ帰国するのだろうと思っていた矢先の再会がこの撮影となり、芽衣実は急なことで落ち着かない気持ちになっていた。

　亀山と言葉を交わす速水の横顔を見つめながら、芽衣実はこんなに胸を高鳴らせてしまっているのは自分だけなのだろうと密かに思う。

　二週間近く経つ今でも、あの夜の出来事が忘れられない。

　憧れてきた、いつの間にか想いを寄せてしまっていた速水になら、自分の初めてを捧げても後悔しないと思えた。

　たとえその想いが報われなくても、美しい思い出として自分の中に残していける。

　そう思えたから、彼を受け入れたし、拒絶はしなかった。

　自分自身でも知らない場所まで彼に許し、恍惚とした甘すぎる時間は芽衣実の身体に速水をしっかりと刻み込んでしまった。

　芽衣実は心身ともにすっかり速水に奪われてしまっているけれど、速水にとってはあんな一夜はよくあることなのだろうと芽衣実は思う。

　だからこうして顔を合わせても動じることがないし、いつも通りなのだ、と……。

　こんな風に考えを巡らせること自体、おこがましいことだとも思う。

　一度抱かれたくらいで、恋人気取りになるつもりも芽衣実にはない。

　だけど、彼と顔を合わせただけで鼓動が勝手に高鳴ってしまうのだ。

「速水社長！　今回は来てくれたんですかー!?」

　スタジオの脇で三人でいるところに、甲高い声が割って入ってきた。

　芽衣実がばっと目を向けると、ベッドの上で立膝になって撮影していた千川エレナが、こっちに向かって頭上に上げた両手をブンブンと大きく振っている。

　撮影に入ってきたときには無表情だったその顔には、パッと花が咲いたようなみずみずしい笑顔が浮かんでいた。

　一旦休憩に入った様子の現場から、千川エレナがスリッパを鳴らして駆けてくる。

　自分がデザインしたランジェリーを見事に着こなす彼女が速水の元にやって来ることに、芽衣実の胸にちくりと嫌な痛みが走った。

　同じ格好をして速水の前に立った時、芽衣実は猛烈に恥ずかしくて消えたいくらいだった。

　それに比べ、千川エレナの堂々とした立ち振る舞い。むしろ、自分を見てくれと言わんばかりの自信に満ち溢れた姿は、芽衣実の心に陰を落とした。

　向こうから彼女のマネージャーの女性が「エレナ！」と、ローブを手に駆けてくる。

「お疲れ様です。お世話になります」

　駆け寄ってきた千川エレナへ、速水はビジネス対応で挨拶を交わす。

　しかし彼女の方はお構いない様子で、近付いた速水へと手を伸ばした。

　その手は遠慮なくスーツの腕を掴む。

　芽衣実は無意識に目を逸らし、スタジオのコンクリート床へと視線を落とした。

「お会いしたかったですー！　社長、全然連絡くれないんだもん」

「すみません。海外出張が続いたり、仕事が立て込んでいて。またぜひ、お時間いただけましたら」

「私はいつでも飛んでいきますから！　連絡待ってますね？」

　猫なで声で速水を見上げる千川エレナに、また芽衣実の胸がちくりと痛む。

　背後からマネージャーにローブを強引気味に着せられながらも、彼女は休憩時間いっぱいまで速水のそばを離れなかった。






　プロモーション活動も滞りなく進行し、芽衣実がデザインを担当したニューコレクションは無事発売日を迎えた。

　発売日当日、芽衣実は本店がある渋谷の店舗を訪れた。

　店頭には発売を記念した宣伝のポスターが飾られ、自分の作ったランジェリーが店内に並んでいる光景を目の当たりにした。

　ずっと夢見ていたことが実現した達成感は、今まで味わったことのない喜びで芽衣実を包み込んだ。

（ん……電話？）

　渋谷の店舗を後にし、帰社しようと賑わう渋谷の街をひとり歩き始めた時、バッグの中でスマホが振動し始めた。

　足を止めて脇に寄り、バッグの中に手を突っ込む。

　取り出して見た画面に出ていた名前を目に、芽衣実の大きな目が更に大きく見開かれた。

「はい、野坂です。お疲れ様です」

「お疲れさま」

　電話越しに聞こえる落ち着いた低い声。

　通話の方がそれが強調されて聞こえて、芽衣実は思わずどきりとしてしまった。

「発売、おめでとう」

「っ、ありがとうございます！」

　社長速水から直接贈られる祝福の言葉に、芽衣実は電話だということを忘れたように頭まで下げてしまう。

「今、本店を覗いてきまして……本当に、並んでいました」

　冷めやらぬ感動をつい口にして伝えると、電話越しの速水からフッと笑う気配を感じ取る。

「なんだそれ、面白いこと言う奴だな」

「えっ、だって……」

「店頭で見たら、やっと現実味を帯びたか」

「はい……」

　芽衣実の返事を最後に、少しの沈黙が落ちる。

〝現実味を帯びる〟

　速水の言った言葉がまさに今の芽衣実にぴったり当てはまっていた。

「今晩、時間作れないか？」

「え……今晩、ですか」

「久しぶりに会いたい。ふたりきりで」

　速水からの申し出に、芽衣実の鼓動がたちまち高鳴っていく。

「はい……わかりました」

　また速水から個人的に会いたいと言ってもらえるなんて、芽衣実は思ってもみなかった。

（どうしよう……今から緊張してきた……！）

　約束を終えると、芽衣実は弾んだ足取りで渋谷の街を歩いて行った。







＊　＊　＊








　午後からは社内で業務をこなし、あっという間に終業間近の時間が迫っていた。

　退社の準備をはじめていた、そんな時――デスクに置いていたスマホに新着メッセージが届いた通知が入った。

　このあとの約束についてだと思い、何も考えずメッセージを開く。

　しかし……。

（えっ……）

　思ってもみなかったメッセージの内容に何度もその文面を読み返す。

【申し訳ない。急な接待が入った。また連絡する】

　それは、速水からのドタキャンの連絡だった。

　急なことに呆然と画面を見つめながら固まってしまう。

　忙しい速水に急な仕事が入ることは日常的なことだろうと芽衣実も頭ではわかっている。

　それでも、残念な気持ちが広がって肩を落とさずにはいられなかった。






　九月下旬――。

　青天でも真夏のように日差しが強いこともなく、大分過ごしやすくなってきた。

　お昼休み、近くのコーヒーショップにアイスカフェラテをテイクアウトに行き、自分のデスクでお昼を取る。

　朝買ってきたフルーツサンドをかじりながら次のデザイン案を練っていると、出かけていたデザイン部の面々が連れ立って戻ってきた。

「あっ、芽衣実いた！　ねぇ、ちょっとこれ知ってた？」

　コンビニ袋を手にした奈津子が何やら興奮気味に芽衣実のデスクまでやってくる。

　首を傾げた芽衣実の前に、袋から取り出した週刊誌を差し出した。

　その表紙にでかでかと書かれた見出しに、芽衣実の視線は釘付けになる。

（何、これ……スクープ……？）

『luv maje』というブランド名と、代表取締役社長という文字。そこに一緒に書かれた千川エレナの名前。

「社長と千川エレナ、やっぱりデキてたんだねー。まぁ、エレナの態度見てたら想像ついてたけど」

　心臓が嫌な音を立てて響いていく。

「見て、いい……？」

「うん、いいよー。コンビニでざっと読んできたし。って芽衣実、社長とエレナの事とか興味あったっけ？」

　奈津子の声は徐々に遠く、芽衣実の意識は開いた誌面にだけ集中していく。

　そこには、極秘で撮影された模様の白黒の写真が掲載され、【千川エレナ、イケメン社長とお忍びデート！】という見出しが記事を飾っている。

（社長と、千川エレナが、本当に……）

　逸る気持ちで文字を追っていくと、そこには人気ハーフモデルの千川エレナに初のロマンス！　という読者の興味をそそる冒頭から始まっていた。

　プライベートの千川エレナが、都内高級レストランへ来店。一緒に食事をしたのは、エレナが専属モデル契約をしている『luv maje』代表取締役、速水奏多社長だった――という、ざっと読むとそんな内容の記事だった。

「でも、うちの宣伝にはなっていいかもねー。それで社長とエレナが電撃婚とかになったら、うちのモデルはずっとエレナだろうねー」

　奈津子の声に相槌を打つこともできず、芽衣実は隠し取られた写真から目が離せない。

　エレナが速水の腕に掴まり、背の高い彼を笑顔で見上げているショットは、速水の顔はうまいこと写ってはいない。

　しかし、知る人が見ればそれは速水とわかるもので、生々しいものだった。

（ちょっと、待って……この日って……）

　芽衣実の目が記事の冒頭へと釘付けになる。

　その日付は、芽衣実にとって忘れもしない記念日――自分がデザインしたランジェリーが店頭に並んだ、今月頭のその日なのだ。

『久しぶりに会いたい。ふたりきりで』

　電話でそう言われ、心を弾ませたあの日、突然のキャンセルで会うことは叶わなかった。

（私との約束をキャンセルしたのは、千川エレナと会うことになったからだったの……？）

　繋がってしまった話は、芽衣実の動悸を激しくさせる。

　雑誌を静かに閉じながら、芽衣実は複雑な感情に苛まれていた。

















想いが通じる夜












　衝撃の事実を知ってしまったその日の晩、芽衣実は珍しく終業時間と共に会社をあとにした。

　いつもならデザインを考えたり、時間を忘れて社内に残ってしまうことが多いけれど、今日は早く帰ってひとりになりたかった。

　明大前駅をあとにして、歩き慣れた道を住まいのマンションに向かって歩いて行く。

　帰宅時間もせっかく早いから、スーパーに寄って何か買い物をしていこうかと思ったものの、そこまで食欲もなく真っ直ぐ帰ることに決めた。

　パパッ――。

　自宅マンションが見えてきた時だった。

　大通り沿いの道からクラクションが鳴り響く。

　何事かとキョロキョロとしながらも足を進めていると、マンション前に見覚えのある高級車がハザードランプを点灯させて停車していた。

　そして、その車の前には――。

「しゃ……社長!?」

　車体に凭れかかり、腕を組んで芽衣実をじっと見つめる姿。

　突然の出来事に芽衣実の足はぴたりと止まる。

　どうしてこんなところに速水がいるのか、それ以前に、目の前に見ている光景が信じられない。

「なに幽霊でも見てるような顔してんだ」

「……へっ!?　だって……社長こそ、こんなところで何をされているのですか？」

　芽衣実の最大の疑問に、速水は一瞬目を伏せ呆れたように「ふう」と息をつく。

「お前こそ、どうして電話に出ないんだ」

「えっ……」

　そう言われて慌ててバッグからスマホと取り出し見てみると、速水からの着信が五度も入っていた。時間的には、会社を出たくらいからだ。

「すっ、すみません、全然気付かなくて……」

「ったく……まぁいい、乗れ」

「え、乗れって」

「行くぞ」

　助手席のドアを開け、速水は芽衣実がやってくるのを待っている。

　状況がいまいち理解できないまま、芽衣実は慌てて速水の待つ車へと向かっていく。

　開かれたドアから車へと乗り込もうとした時――。

「きゃっ」

　ドアを開け待っていた速水の手が芽衣実の腕を掴み、そのままその腕の中へと引き寄せられた。

「社長!?」

「ん……？」

　両腕で芽衣実を正面から包み込み、肩口へと顔を埋める。

　人通りは少ないといえ、大通りで車の往来が多い場所で抱き締められてしまったことに、芽衣実の鼓動は高鳴る一方で落ち着かない。

　数十秒しっかりと芽衣実を抱き締めると、速水はその腕を解いて芽衣実を車へ乗せた。

　運転席へと乗り込んできた速水は無言のままシートベルトを着用する。

「あの、社長、どちらへ……？」

「俺の自宅だ」

「へっ!?」

　速水と会ってから、今日はロクなリアクションが取れていない。

　突如現れて連れ去られたと思ったら、その行き先は速水の住まいだというから、驚きの上に驚きが上書きされてしまった。

　でも、そんな中でも冷静な自分もいるもので、その行き先はまずいだろうとストップをかけてくる。

「いや、でも、お住まいにうかがうのは、いくらなんでもまずいですよ！　彼女が、誤解でもしたら……」

「……彼女？」

「……千川、エレ――」

　ハンドルに置かれていた手が芽衣実へと伸びてきて、片手で強引に頬を寄せられる。

　唇が不細工に尖がってしまったところに身を乗り出した速水が口付けてきて、芽衣実は突然のキスに目を見開いた。

　顎を掬うようにして頬を寄せていた指はそのままこめかみに移動し、そこから耳の上の髪へ差し込まれていく。

　その手はやがて後頭部へと添えられ、キスを深めるために力が込められた。

「っ……ふっ、ッ……」

　芽衣実のことを熟知しているように、すぐに舌は搦め取られてしまう。

　悪戯な舌は歯列をなぞり、芽衣実の舌をソフトに吸い上げた。

「聞き捨てならない名前が聞こえてきたから、口封じ」

　すでにとろんとしてしまった芽衣実に、速水はそんなことを言ってふっと笑う。

　そして何事もなかったようにハンドルを握った。

（聞き捨てならない名前って、なんで……？）

　次々と浮かんでくる疑問に溺れてしまいそうになりながらも、芽衣実はそれ以上のことを口に出すことはできず、車内には沈黙が流れていた。

　車は芽衣実の自宅近くから再び会社方面へと戻り、やがて青山のタワーマンションの地下駐車場へと入っていく。

　速水は慣れた様子で駐車を済ませると、芽衣実を助手席から降ろしオートロック式になっている地下エントランスからエレベーターに乗り込んだ。

　行き先階に指定したのは二十七階。

　数十秒で目的階へとエレベーターが到着すると、速水は芽衣実の肩をさっと抱いて扉をあとにした。

「あの、社長、やはり、お部屋に上がることは、私のような一社員が」

「それは、今日の週刊誌の記事を知って言ってるのか」

「えっ……」

「だとすれば、あの記事はほとんどが真実ではないから気にしなくていい」

「え、でも――」

「あの日は、先方の事務所社長からどうしてもと急な連絡をもらって、急遽顔を出すことになった会食だったんだ。あの記事はふたりで会っていたように書いてあったが、俺の秘書も同行していたし、向こうの事務所関係者も数人同席していた」

（そう、だったんだ……）

「でも、お前には会ったら謝らなくてはならないと思っていた」

　ホテルの廊下のような共有通路を突き当たりまで進むと、速水はカードキーで部屋を開錠する。

　開いたドアへ先に芽衣実を通すと、その背後からふわりと両手で緊張している身体を抱き締めた。

　直後、後ろでドアがカチャンと閉まる。

「会う約束を取り付けたのは俺だったのに、悪かった」

「い、いえ、そんな……お仕事だったなら、仕方のないことです」

「でも、そのせいで余計な誤解までさせた。違うか？」

「社長……」

　昼間あの記事を目にしてショックを受けた芽衣実の姿を見ていたかのように、速水は優しい声音で問いかける。

　記事の内容に、芽衣実の中には〝やっぱり〟と、納得しようとする自分もいた。

　だけれど、それ以上に締め付けられるような感覚に胸が苦しかった。

　自分と速水に結ばれる未来なんてあるはずないのに、そうわかっていても悲しい想いに襲われた。

「本当は……あの記事を見て、私……ショック、受けました……おこがましい話ですけど、社長が、あの子とって……ごめんなさ――」

　こめかみに唇が押し当てられ、芽衣実の声がぷつりと途絶える。

　振り向きかけた芽衣実の唇を塞いだ速水は、言わずともそれ以上のことは口にしなくていいと言っているようだった。

「おこがましいってなんだよ」

　唇を離した速水は芽衣実の身体を自分へと向けて、額をこつっと合わせてみせる。

　ふっと笑みをこぼし「わけわかんないから」と言った。

「え……だって、そうじゃないですか。社長が、誰と、何しようと、私がショックなんて受けるの、筋違いだし……」

　もごもごとそんなことを説明しているうち、速水は芽衣実の背を押して玄関を上がらせる。

　そのまま照明の落ちた広いリビングルームに入っていくと、奥のガラス窓には高層階の絶景が広がっていた。

　しかし、その景色を眺める隙も与えず、速水はそのままとなりの部屋へと芽衣実を連れ込む。

　キングサイズのベッドが置かれた寝室は、高い窓にロールカーテンが半分ほどまで下ろされていて、その開いた部分からリビングと同じように東京のネオンがどこまでも続いていた。

「お前には、俺の気持ちが全然伝わってないんだな？」

　ベッドへと座らされた芽衣実は、正面に立った速水を見上げる。

　それはどういう意味なのか、芽衣実にはさっぱりわからない。

　何も言えずにただ自分を見下ろす長身を見上げていると、速水はスーツのジャケットを脱ぎ、ドット柄のネクタイを鷲掴んだ。

　結び目を乱暴に解くと、しゅるっと衣ずれの音が静かな寝室に広がる。

「気持ち、って……」

「俺がお前のことを好きだっていう気持ち」

（……えぇっ!?）

　速水の突然の告白に、芽衣実は驚きのあまりぽかんと口を開いてしまう。

　自分の妄想からきた都合のいい幻聴でも聞いてしまっているのだろうか、そんな考えに至る。

「あの、それは、その……」

「……？」

　腰を屈めた速水は、言葉を探す芽衣実の髪をすくい、一束ずつ耳へとかけていく。

　近付いた端整な顔に芽衣実の鼓動は飽きず高鳴り、胸が締め付けられるようにきゅんと震えた。

「そんな、じょ、冗談を言って、混乱はさせないでくださいね？　私、そういうの――」

「お前は」

　寝室に芽衣実の「きゃっ！」という声と共に、どさっとベッドが沈む音が響く。

　速水が芽衣実へと勢いよく覆いかぶさり、ベッドに押し倒したのだ。

「誰がそんな冗談を言うって？　この口がそんな失礼なこと言ってるのか」

　芽衣実を組み敷いた速水は、追い詰めるように指で芽衣実の顎を上げさせる。

　何か答えようと開きかけた唇は、速水の強引な唇に塞がれてしまった。

「悪い口には、おしおきをしないとな……？」

　下唇に親指をかけ、口を開かせるようにした速水の表情は、意地悪に口角を吊り上げる。

　その表情に芽衣実の心臓は瞬く間に高鳴り出し、全身の熱を上げていった。

「あのっ、じゃあ、どういう……」

　決して〝失礼なこと〟を言ったつもりは芽衣実にはない。

　速水が自分を好きだなんて、冗談としか思えないことだからだ。

「どういうって……お前、素でわからないのか？」

「わ、わからない、です……」

　芽衣実の様子に、速水は「ハァ」と小さく溜め息をつく。










「じゃあもう一回だけ、特別に言ってやる」

　速水はベッドへと両手をつき芽衣実を包囲すると、緊張した顔を見せているその耳元へと近付いていく。

　耳朶にキスをされ、芽衣実は小さく息を呑んだ。

「嘘でも冗談でもない……お前が好きだ」

「っ……！」

　もうそれ以上の言葉はふたりに必要なかった。

　見つめ合い、近付く距離にそっと瞳を閉じる。

　触れ合った唇は互いを求めるように深まっていき、無我夢中で口内を弄る。

　口付けを終えると、銀の糸がふたりを繋いでいた。

「っ……しゃ、ちょう……」

「その呼び方、今から禁止にする」

「え……？」

「名前で、奏多って呼んで」

　ねだるような声で囁かれて、芽衣実のすでに上がった心拍はますます乱れてしまう。

「奏多、さん……」

　名前を口にしただけで何かの魔法にかかってしまったように体が熱くなり、芽衣実は自ら速水の背に腕を回して抱き締めた。

「私も……好きです」

　それを合図にしたように、速水は首筋から芽衣実の白い肌に口付けていく。

「あっ……っん」

　唇で鎖骨を撫でながら、温かい手は薄手ニットの裾から素肌をなぞっていく。

　そのまま捲り上げるようにしてインナーのキャミソールごとトップスを脱がすと、今日はブラックカラーのブラジャーに包まれた双丘が現れた。

　濃いカラーのランジェリーは白い膨らみを強調し、視覚的にも刺激される。

「あまり、見ないでください……」

　初めて見せるわけではないが、やっぱり羞恥心は拭いきれない。

　胸元を手で隠す芽衣実に、速水は優しい口付けを落とした。

「だから、そういうのは逆効果だって言ってるだろ？」

　ガードする手にキスの雨を降らせ、やんわりその手をはがしていく。

　重ねた両手に指を絡めてベッドに縫い付けると、ふんわりとした白い肌に唇を押し当てた。

「っ、あぁっ……」

　チクリと甘い痛みがして、花びらのような赤い痕が残される。

　速水は何度もそれを繰り返し、芽衣実の肌に自分が触れた痕跡を残していった。

　そのたびに芽衣実は甘い吐息を漏らし、身をよじる。

　いつの間にかブラジャーのカップはずり下げられ、敏感な先端が露わにされていた。

　眼下で骨ばった長い指が自分の胸を揉んでいる光景に、芽衣実の心臓は大きく激しく音を立てていく。

　焦らすように先端には触れず、意地悪な指は乳暈の周囲をくるくるとなぞるだけ。

「んんっ、っ、やぁ……」

　もどかしい刺激に、芽衣実はつい速水の腕に添えた指に力を込めてしまう。

　物足りなさを感じ始めた様子の芽衣実をくすっと笑い、速水は人差し指で桃色の先端を柔く弾いた。

「あっ……」

　面白いくらい敏感にぴくんと身体を震わせる。

　捏ねるように指の腹で振動させられると、乳頭はたちまち勃ち上がり可愛らしい実を主張させた。

　間髪を入れずにその先端は速水の口腔内に含まれる。

「ふぁっ、あぁっ――」

　舌で転がされ、強弱をつけて吸引され、芽衣実の口からは甘い啼き声が次々と漏れていく。

　感じ入るその表情を上目遣いで見た速水は、乳房を弄んでいた手をするすると脇腹から腰へと滑らせていった。

　サイドのファスナーを簡単に下げ、芽衣実の腰を浮かせてスカートを取り去ってしまう。

　胸元への愛撫ですっかり蕩けてしまっていた芽衣実は、ショーツにストッキングという状態の脚を広げられ、そこでハッと我に返った。

「やっ、だめっ」

　ストッキングの上から、つうっと秘処をなぞられる。

　それだけで蜜口が疼くような感覚を覚え、芽衣実は自分の身体の変化に戸惑った。

「この上からでもわかるくらい湿ってるな」

「やだっ、そんなこと、ないですっ」

　卑猥な言葉に、ますます奥から蜜が溢れ出してくる。

　速水は早急にストッキングとショーツを取り去り、芽衣実をずれたブラジャーだけ身に着けたあられもない恰好にしてしまった。

「じゃあ、確認させてもらおうか」

「やっ――」

　膝裏を掴まれ左右に大きく開かされると、濡れ始めた秘密の場所が露わになる。

　速水はそれを目にしてふっと笑い、ソフトタッチで秘裂を撫で始めた。

「っ、んっ……あっ、やんっ、やだっ」

「……やだ？　口ではそう言っても、ずいぶん濡れているが」

「それはっ、あっ……奏多、さん、がっ――」

「俺が？　こうするから？」

「ああぁっ――」

　秘裂を上下になぞっていた指が、くちゅっと蜜口を入っていく。

　内壁を擦りながら奥へ奥へと進んでいくと、今度は外へ出て行こうと手前に引かれていった。

　出たり入ったりの抽送を繰り返すうち、それに伴って奥から愛液が次々溢れ出す。

「んっ……んあっ、やっ」

「初めての時もすごかったが、今日の方がもっとすごい……男を知って、余計感じやすくなったか」

「そんな、ことっ……んっ、あぁっ」

「ここまで濡らしておいて否定するのか。それなら……」

　いつの間にか二本に増やされ蜜路を擦っていた指が、中でぴたりと動きを止める。

　蓄積されていた快感の波が引いていってしまう感覚に、芽衣実の腰は意思とは関係なくゆらゆらと揺れ始める。

　まるで、もっと擦ってほしいとねだっているような動きで、芽衣実は自分のはしたない姿に全身をピンク色に染め上げた。

　でももう、羞恥よりも身体が快感を求めてしまっている。

　中に入ったまま動こうとしない速水の手を掴み、芽衣実は訴えるように潤んだ目で彼をじっと見つめた。

「んっ……やんっ」

「ちゃんと言わないとわからない」

「ぉ、願い……止め、ないで、ください――」

　やっと素直になった芽衣実に、速水は満足そうに笑みを浮かべる。

　望み通り指の動きを再開させると、芽衣実の口からはすぐに嬌声が溢れ出した。

　肉襞を擦り上げながら、速水は主張を始めた淫芽に舌を伸ばす。

　舌先でチロチロと揺さぶると、芽衣実はより一層高い声を上げて啼いた。

　ビクンと腰が揺れ、中がギュッときつく締まる。

　速水の指を逃がさないと言わんばかりに締め付け、中の襞が妖しく絡みついた。

「っ、はっ……あっ……」

　ベッドにだらりと横たわったまま動けない芽衣実の横で、速水は自らの着衣を脱ぎ去っていく。

　そしてすぐに芽衣実に覆いかぶさった。

　逞しく立ち上がった欲望を、泉が湧いたように濡れた蜜口に宛がうと、ぐっと奥を目指して突き進む。

「ああぁっ……んあぁっ――」

　固く強大なものが押し入ってくる圧迫感に、芽衣実は思わず身体に力を入れてしまう。

　構えたものの初めての時のような痛みはなく、その存在感をありありと思い知らされていた。

　十分すぎる潤いが潤滑油の役割を果たし、最奥まで突き進んだ熱い塊はすぐにゆっくりとした抽送を始める。

　腰を振るいながら身体を倒した速水は、器用に揺れる乳頭を舌で嬲っていく。

　生温かい舌に弄ばれ、唇に食まれ、芽衣実は悩まし気な甘い声を出し続けた。

「ここをいじると、中が締まる」

　そう言って乳頭を舐め上げると、期待に応えるかのように内襞が速水を締め付ける。

「やっ、だめぇっ、あっん」

「だめじゃないだろ？　良い、の間違いだろ」

　繋がったまま喘ぐ芽衣実を抱き起こした速水は、自分の上に芽衣実を乗せて仰向けに寝そべる。

「っんあっ、やっ、こんなっ――」

　速水に跨った状態で自分の体重がかかり、より深く剛直を押し込めてしまう。

　自ら最奥へと招き入れた状態で、芽衣実は背を弓なりにしならせた。

「いい眺め……」

　芽衣実を乗せた速水は、双丘をやわやわと揉みしだき、扇情的な光景に酔いしれる。

　芽衣実の背に手を回すと、プチっと簡単にブラジャーのホックをはずした。

「芽衣実、今度は自分で動いてみるんだ」

「えっ……そ、そんなことできないですっ」

「できない？　じゃあ、ずっとこのままだな」

　これまで主導権を握ってリードしてきた速水が、今度は芽衣実に任せるといって寝そべったまま動かなくなる。

　自分の中でどくどくと熱を持つ速水の雄茎を感じながら、放出されない甘い熱がこもっているのが苦しい。

「ぃやだっ……このままは、いやっ」

　速水の逞しい胸板に両手をつき、芽衣実は恐る恐る腰を浮かせていく。

　ずるずると半分ほど剛直を外へ出すと、またゆっくりと腰を沈めていった。

「っ、んぁっ……あっ、あっ、奏多、さんっ」

　それを何度か繰り返しているうち、下腹部から全身が快感に支配され、気付けば羞恥心も忘れて一心不乱に腰を振るっていた。

　そのうちに、速水の両手が芽衣実の細い腰を掴み「こら、ストップ」と制止をかける。

　そして上体を起こすと、しっかりと正面から芽衣実を抱き締めた。

　もう少しで達しそうだった芽衣実は、びくっと身体を震わせて速水の肩口に顔を埋める。

「見てようと思ったけど、やっぱり無理だ」

「んあっ……あっ、あぁんっ――」

　下から突き上げるようにして抽送が再開されると、ふたりの繋がる結合部からはクチュクチュと芽衣実の溢れる愛液が掻き混ぜられる水っぽい音が聞こえてくる。

　激しく穿たれ、さっき自分で高めた快感がまた上りつめてくる。

「ああぁぁぁっ、だめぇっ、もうっ――」

　どこかに飛ばされてしまいそうな迫りくる愉悦。飛びかける意識の中で、芽衣実は速水の耳元に近付く。

「っ、名前っ……呼んでっ、ください」

「芽衣実――」

　お互いの身体をぎゅっときつく抱き締めて、ふたりは同時に頂点を極める。

　飛びかけた意識の中で「芽衣実」と名前を呼んでもらうのを聞いていた。






　ふわふわと髪を撫でる優しい触れ方に、ついうとうとと微睡んでしまいそうになる。

　甘い時間を過ごしたあのあと、一緒にシャワーを浴び、またベッドに舞い戻った。

　それからもう一度求め合ったのに、それでも物足りないようにベッドの中で抱き合っている。

「あの……つかぬことを伺っても……？」

「なんだ」

「いつから……私のことを」

　好きだと言ってもらっても、芽衣実の中では疑問が膨らむばかりで、ついそんなことを訊いてしまう。

　速水は髪を撫でるにをやめず、芽衣実の頭の上から「いつって……」と切り出した。

「気になったのは、結構前。よく、遅くまでひとりでデザイン考えてるところは見かけてて。だけど、なかなか企画が通ってこないのが気になって……」

　そこまで言うと、速水は何かを思い出したかのようにくすっと笑う。

「そんな時に、盛大にこけてるところに遭遇したからな。これは、お近づきになるチャンス到来だと思って」

　思えば、社ビルのエントランスでデザイン画をばら撒いたあの時が初めてだった。

『お前、恋愛してないだろ？』

　あの言葉は衝撃的で、芽衣実をどきりとさせた。

「それからは、お前の仕事への姿勢とか想いとかをもっと知って、応援してやりたいと思ったし、知れば知るほど好きになってた。それ以上の理由なんてない」

　話してもらっても、正直なところ芽衣実には実感が湧かない。

　それくらい速水は雲の上の人であって、自分が一方的に憧れてきた相手なのだ。

　そんな速水が今まで影から自分を見守ってくれていて、好意を寄せてきてくれたことは、芽衣実にとって奇跡でしかない。

「そういうわけだから、今後は結婚を前提に付き合っていきたい。まずは、ご両親に挨拶に伺いたいと思ってる」

「えっ、ちょ、ちょっと待ってください。そんな、いきなり」

「なんだ、何か困るのか」

「い、いえ！　私は何も困らないです。むしろ、幸せでショック死しそうですけど……あの、彼女のことは……」

「彼女？　ああ……そんなことは気にしなくていい。エレナには、前々から気持ちには応えられないと言い続けている」

「そう、ですか……でも、あんな記事も出てしまったし……」

　事実無根だとしても、世間で話題になったスキャンダルだ。

　両親に挨拶に行くと速水は言うけれど、芽衣実はあの記事のことを両親に訊かれたら、ちゃんと理解してもらえるように説明できるか不安しかない。

　速水に迷惑をかけず、両親は丸く収まるだろうか、と……。

「それなら、なんの心配もいらない」

「え……？」

「まぁ、近々その意味がわかる」

　なんの不安も迷いもない晴れやかな表情で速水は言い切る。

　そしてその数日後――速水の言っている意味を芽衣実は身をもって知ることになった。






「ちょっとちょっと！」

　始業時刻前、自分のデスクで朝のメールチェックをしているところ、有り得ない声のボリュームと突進で奈津子が走り込んでくる。

　朝の挨拶もなしにどうしたのかと顔を上げると、そのギラついた目は真っ直ぐ芽衣実を捕えていた。

「おはよ。どうしたの？」

「どうしたのはこっちのセリフ！　これ見たわけ!?」

　コンビニの袋から出した週刊誌をおもむろに開いた奈津子は、芽衣実のデスクにどーんと広げる。

　そこに写っていた写真と見出しに、芽衣実は目が飛び出しそうになった。

「これ、芽衣実でしょ？」

「えっ、うそ、なんで！」

　大きく書かれた文字は【話題のイケメン社長、本命は自社デザイナーの一般人！】から始まり、煽り文句に【「結婚を前提にお付き合いしていますので」】とまで書かれてある。

　逸る気持ちで記事をざっと読んでいくと、どうやら速水は直撃取材を受けたようだった。

〝噂になった千川エレナは自社のモデルを務めてもらっているだけで、ビジネス上の関係でしかない〟こと。

　それに加えて〝写真に撮られた彼女は自分のところのデザイナーで、真剣交際をしている。将来を約束している相手〟だとまではっきりと書いてある。

　掲載されている写真は、想いが通じ合ったあの夜、速水が芽衣実の帰宅を待っていた自宅マンション近くでのものだった。

　速水の車に乗せられているところや、車内でキスをされた瞬間まで隠し撮りされている。

　自分で確認しなくてもわかるほど顔が熱く、動悸がして苦しい。

（こんな、大々的に週刊誌に載ってしまうなんて……！）

「め、芽衣実、どういうこと!?　私、何も聞いてないし！」

「え、あ、うん、これは……」

　追及されて、どう話せばいいのか考える。

　そんな時……。

「野坂さん！　社長が、お呼びです！」

　出社してきた後輩デザイナーが入ってくるなり慌てた様子で声を掛けてくる。

　滅多にない速水の訪問に驚いている様子だ。

「私を？　ありがとう。奈津子、その話はまたあとでするから」

「絶対だよ!?　むしろ今日強制飲み決定だからね！」

　キーキー騒ぐ奈津子をなだめ、そそくさと席をあとにする。

　出て行くと廊下には本当に速水が待っていて、芽衣実を見るなり穏やかな笑みで「おはよう」と出迎えた。

　社長が一体どうしたのかと、その存在に気付いた社員たちが遠巻きに様子をうかがっている。

「おはようございます。あ、あのっ」

　何か用があって訪れてきているかもしれないのに、芽衣実はつい先に話を切り出してしまう。

　今見た、あの記事のことだ。

「ん？」

「あの、週刊誌、に……」

「……？　ああ、今日発売のものだったのか」

　速水はさほど興味もなさそうに反応する。

「私とのこと、お答えになったんですか……？」

「ああ、もちろん。変な噂や情報が流れているのもよくないからな。自らはっきりとさせた方がいいと思って」

「それがわかっていたから、あの日、近々わかるなんて言ったんですね？」

　芽衣実の追及に、速水はフッと笑う。

「ああ。あの時、パパラッチがちょろちょろしているのも気付いていたからな。俺としては好都合だった」

「そ、そうだったんですか!?」

　まさかの確信犯に、芽衣実は驚愕の眼差しで速水を見つめる。

　速水はマスコミの更に上をいっていたようだ。

「これで、ご両親には挨拶に伺っても大丈夫そうか？」

「えっ……そっ、それは、はい！　全然構わないですけど」

「よし、じゃあ早速スケジュール調整するから、伺っていい日時を知らせてほしい」

「わかり、ました」

　答えながら、なぜだか芽衣実の目には無意識に涙が浮かんできてしまう。

　不安に思っていることも全部わかってくれていて、こうしてその気持ちを救ってくれる速水の優しさに胸が熱くなる。

　その様子にすぐに気付いた速水は、芽衣実の涙袋にそっと親指で触れた。

「どうして泣く」

「あの、これは、嬉しくて……」

　不思議そうな顔で「嬉しい？」と小首を傾げる速水に、芽衣実は思わず飛び付きたい衝動に駆られた。

「今は……こんな場所なので、これ以上は言わないでおきます」

「なんだそれ、気になるだろ」

「我慢してください」

　微笑んできっぱりとそう言った芽衣実を、速水はいきなり肩を抱いて連れ出す。

「えっ、社長!?」

「場所が悪いなら俺の部屋でじっくり聞かせてもらう」

「えっ、でも」

「黙ってついてくる」

　せっかく抱き付きたい気持ちをぐっと堪えたのに、と思いながらも、社長室に連れていかれた芽衣実は思いのまま速水の胸に自ら飛び込む。

「さっきの嬉しい、は……私のことを、ちゃんと考えてくれているんだなって思ったからで……ありがとうございます」

　ぎゅっと抱き付き、涙の訳を話す。

　そんな芽衣実を抱き締め返して、速水はその耳元で「当たり前だろう」と囁いた。

「芽衣実は、何よりも大切なんだから」

　優しい声が芽衣実に届くと、ふたりは引き寄せられるようにして甘い口付けを交わした。
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